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一
般
質
問

　

４
人
の
議
員
か
ら
合
計
７
つ
の

項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

質
問
者
と
内
容

◇
清
水　

教
昭
議
員

・
い
の
ち
を
つ
な
ぎ
、
生
活
に
な

ご
み
を
作
る
阿
武
町
へ

・
子
育
て
日
本
一
を
実
感
で
き
る

阿
武
町
の
取
り
組
み

◇
小
田　

高
正
議
員

・
阿
武
町
課
設
置
条
例
等
の
一
部

改
正
と
人
事
に
つ
い
て

・
情
報
管
理
の
一
元
化
に
つ
い
て

◇
伊
藤　

敬
久
議
員

・
公
共
施
設
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て

◇
市
原　

旭
議
員

・「
阿
武
町
版
総
合
戦
略
」
に
つ

い
て

・
学
校
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
の
利

用
に
つ
い
て

※
一
般
質
問
の
詳
し
い
内
容
は
、

　
「
議
会
だ
よ
り
」（
Ｐ
14
〜
16
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

議　

案

◆
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
阿
武
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
及
び
関
係
政
令
等
（
今
年

３
月
29
日
公
布
、
４
月
１
日
施

行
）
に
伴
う
阿
武
町
税
条
例
等
の

一
部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
、

議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
係
る
制
度
の
見
直
し
、
消

費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
期
間
の
延
長
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
係
る
未
婚
の
ひ
と
り

親
に
対
す
る
非
課
税
措
置
、
軽
自

動
車
税
の
臨
時
的
軽
減
措
置
に
係

る
規
定
整
備
な
ど
。

〇
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
３
月

改
正
）

　

国
の
通
知
に
よ
り
、
被
保
険
者

の
減
免
期
間
の
見
直
し
が
生
じ
た

た
め
、
３
月
29
日
付
で
行
っ
た
阿

武
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
、

議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
基
礎
賦
課

額
分
に
係
る
賦
課
限
度
額
の
引
き

上
げ
、
５
割
及
び
２
割
軽
減
の
対

象
と
な
る
軽
減
判
定
基
準
の
引
き

上
げ
に
よ
る
改
定
、
旧
被
扶
養
者

に
係
る
減
免
期
間
の
見
直
し
規
定

の
整
備
。

〇
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
５
月

改
正
）

　

国
保
税
に
必
要
な
額
を
確
保
す

る
た
め
、
税
率
の
条
例
改
正
を
行

う
も
の
で
、
令
和
元
年
度
第
１
期

分
の
納
期
が
６
月
１
日
か
ら
始
ま

る
に
あ
た
り
、
税
率
を
５
月
31
日

ま
で
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
に
行
っ
た
専
決
処
分
に
つ
い

て
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

〇
阿
武
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
介
護

保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に

関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
３
月
29
日
公
布
、
４
月
１

日
施
行
）
に
伴
い
、
３
月
29
日
付

で
行
っ
た
阿
武
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ
い

て
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も

の
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
消
費
税
引

き
上
げ
に
伴
う
、
介
護
保
険
料
率

の
変
更
。

◆
阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
、

「
宇
田
郷
漁
港
機
能
保
全
事
業
」、

「
塵
芥
処
理
車
更
新
整
備
事
業
」、

「
常
備
消
防
救
急
自
動
車
更
新
整

備
事
業
事
務
委
託
料
」、「
ス
ク
ー

ル
バ
ス
更
新
整
備
事
業
」
の
４
事

業
を
新
た
に
追
加
す
る
も
の
。

◆
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

町
道
の
４
路
線
の
変
更
を
行
う

も
の
。「
奈
古
中
央
線
」
は
東
方

筒
尾
線
の
付
け
替
え
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
重
複
し
て
い
た
区
間
を
追

加
。「
東
方
筒
尾
線
」
は
新
た
に

整
備
し
た
区
間
を
追
加
。「
横
川

線
」
は
東
方
筒
尾
線
の
付
け
替
え

に
よ
り
起
点
を
変
更
。「
長
浜
西

ヶ
畑
線
」
は
新
規
整
備
区
間
を
追

加
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
道
路
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

山
口
県
及
び
他
市
町
の
道
路
条

例
に
お
い
て
は
、
阿
武
町
道
路
条

例
に
あ
る
よ
う
な
別
表
が
な
い
た

め
、
今
回
、
県
及
び
他
市
町
と
同

様
に
、
町
道
の
等
級
別
表
を
道
路

条
例
か
ら
削
除
す
る
も
の
。

◆
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

丸
９
年
が
経
過
し
、
走
行
距
離

35
万
キ
ロ
超
の
塵
芥
収
集
車（
パ
ッ

カ
ー
車
）
更
新
に
係
る
も
の
で
、

購
入
価
格
が
７
０
０
万
円
を
超
え

る
た
め
議
決
を
求
め
る
も
の
。

6/19～25

令和元年 第２回 阿武町 議会定例会
　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
７
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
議
案
12
件
と
発
議
１
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
が
行
わ

れ
、
い
ず
れ
も
、
原
案
の
通
り
可
決
、
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
全
員
協
議
会
で
は
３
件
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

し　

み
ず　
　
　

の
り
あ
き

お　
　

だ　
　
　
　

た
か　
ま
さ

い　

と
う　
　
　

よ
し　
ひ
さ

い
ち　
は
ら　
　
　

あ
き
ら



　

今
回
の
主
な
補
正
内
容

　

各
費
目
の
全
体
に
係
る
も
の

は
、
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
よ

る
給
料
表
の
変
更
、
４
月
１
日
付

け
の
人
事
異
動
に
伴
う
給
料
・
諸

手
当
の
変
更
、
共
済
負
担
金
率
の

確
定
等
に
よ
る
も
の
。
■
総
務
費

は
、
経
年
劣
化
し
た
本
庁
前
の
旗

竿
改
修
、
本
庁
玄
関
前
の
花
壇
等

を
整
備
す
る
工
事
費
の
増
額
な

ど
。「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
特
別
事
業
費
」
は
、
地
方
創
生

推
進
交
付
金
の
交
付
決
定
に
伴
う

「
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創
出
事

業
」
及
び
「
ま
ち
の
縁
側
事
業
」

の
委
託
料
増
額
の
ほ
か
、
国
の
新

制
度
「
移
住
支
援
金
事
業
（
東
京

23
区
等
か
ら
阿
武
町
に
移
住
し
中

小
企
業
に
就
業
、
ま
た
は
創
業
し

た
場
合
に
支
援
金
を
支
給
）」
の

新
規
計
上
な
ど
。
■
民
生
費
は
、

消
費
税
増
税
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
に
係
る
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
、
低
所
得

者
・
子
育
て
世
帯
へ
の
「
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
費
」
の
新
規

計
上
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
実
施
の
際
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料
の
増
額
ほ
か
。

■
衛
生
費
は
、
二
次
救
急
輪
番
制

の
医
療
受
給
体
制
を
維
持
す
る
た

め
の
民
間
３
病
院
（
都
志
見
・
玉

木
・
萩
む
ら
た
病
院
）
に
対
す
る

補
助
金
の
増
額
、
緊
急
風
疹
抗
体

検
査
等
の
事
業
に
伴
う
「
健
康
管

理
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
」
の
増

額
ほ
か
。
■
農
業
費
は
、
奈
古
地

区
ほ
場
整
備
に
係
る
地
形
測
量
を

追
加
で
行
う
「
農
業
生
産
力
等
機

能
強
化
対
策
事
業
」、
農
業
者
に

対
す
る
「
干
ば
つ
応
急
対
策
事
業

補
助
金
」
の
新
規
計
上
ほ
か
。
■

土
木
費
は
、
町
道
汐
入
野
地
線
法

面
進
入
防
止
柵
設
置
工
事
、
木
与

防
災
工
事
町
道
拡
幅
に
伴
う
用
地

購
入
費
の
新
規
計
上
。
■
教
育
費

は
、
手
動
か
ら
電
動
式
の
カ
ー
テ

ン
に
変
更
す
る
「
阿
武
小
学
校
多

目
的
ホ
ー
ル
等
カ
ー
テ
ン
改
修
工

事
」、
プ
ー
ル
前
の
老
朽
化
し
た

駐
輪
場
を
撤
去
し
て
周
辺
を
整
備

す
る
「
阿
武
中
学
校
駐
輪
場
整
備

工
事
」
ほ
か
。

◆
３
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

５
１
５
万
２
０
０
０
円
を
追
加

し
、６
億
２
７
３
２
万
４
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
に
よ
る
給
料
表
の
変
更
、
４

月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
伴
う

給
料
・
諸
手
当
の
変
更
、
共
済
負

担
金
率
の
確
定
等
に
よ
る
も
の
の

ほ
か
、
応
益
割
に
係
る
旧
被
扶
養

者
減
免
制
度
の
改
正
に
対
応
す
る

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
の
増
額
、平

成
30
年
度
の
実
績
に
伴
う
保
険
給

付
費
等
交
付
金
償
還
金
の
増
額
。

○
令
和
元
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

91
万
円
を
追
加
し
、
５
７
３
１

万
３
０
０
０
円
と
す
る
。
県
人
事

委
員
会
の
勧
告
に
よ
る
給
料
表
の

変
更
及
び
、
在
宅
酸
素
リ
ー
ス
料

の
追
加
に
よ
る
も
の
。

○
令
和
元
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

回
）

　

５
５
０
万
５
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
６
億
８
３
６
０
万
５
０

０
０
円
と
す
る
。
県
人
事
委
員
会

の
勧
告
に
よ
る
給
料
表
の
変
更
、

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
伴

う
給
料
・
諸
手
当
の
変
更
、
共
済

負
担
金
率
の
確
定
等
に
よ
る
も
の

の
ほ
か
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
低

所
得
者
の
保
険
料
軽
減
強
化
等
に

伴
う
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
委
託
料
の
増
額
な
ど
。

　

全
員
協
議
会 

報
告

◆
阿
武
町
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
の
繰
越
事
業
の
報

告
を
行
う
も
の
。

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
町
道
畠
田
柳
尾
線
野
地
踏
切
拡

張
工
事
に
伴
う
国
道
１
９
１
号
測

量
詳
細
設
計
業
務（
１
３
７
５
万
円

・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
）

○
千
歳
橋
橋
梁
補
修
設
計
業
務

〈
平
成
30
年
度
繰
越
〉（
７
３
４

万
４
０
０
０
円
・
サ
ン
ヨ
ー
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
㈱
）

○
福
賀
小
学
校
空
調
設
置
工
事

（
６
４
６
万
９
２
０
０
円
・
㈱
西

日
本
設
備
サ
ー
ビ
ス
）

○
平
成
31
年
度
選
ば
れ
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
に
関
す
る
支
援
業

務
（
８
３
７
万
３
６
１
８
円
・
一

般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）

○
平
成
31
年
度
新
た
な
し
ご
と
創

出
事
業
に
関
す
る
支
援
事
業
（
１

４
２
８
万
２
９
２
８
円
・
一
般
社

団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）

○
平
成
31
年
度
ま
ち
の
縁
側
事
業

の
推
進
に
関
す
る
支
援
業
務
（
３

７
６
１
万
８
４
１
６
円
・
一
般
社

団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）

◆
㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　

５
月
30
日
に
開
か
れ
た
取
締
役

会
及
び
株
主
総
会
で
議
決
さ
れ
た

第
９
期
（
平
成
30
年
度
）
決
算
等

の
経
営
状
況
を
報
告
す
る
も
の
。

阿武町版総合戦略推進事業委託料 5,613万円
プレミアム付商品券事業費  2,500万円

一般会計に １億２,０４５万円の 増額補正
予算総額は ２９億４,４４５万円に

◆
令
和
元
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

ふ
う　
し
ん

阿武小学校多目的ホール
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勢157人の選手がエントリーした「ＡＢＵスイムラン道の駅フェスタ」は、鹿島湾での「競泳」と、奈古
の街をぐるりと一周する「競走」が一体となった大会。会場で、沿岸で、街角で、軒先で、そしてゴール

ゲートで、数えきれないほどのサポーター（町民・観客）たちが、吹き抜ける風を見送った。「おかえり」の声
と共に差し出される、たくさんの手。「ぱんっ」と高らかに打ち鳴らされるハイタッチの音は、万雷の拍手の中
でも、選手たちの胸に熱く響いたことでしょう。　

第2回ＡＢＵスイムラン道の駅フェスタ

総

7/7

部　門 住　所 タイム順位 選手・チーム名

個人
男子

個人
女子

リレー

下関市
福岡県
下関市
下松市
下松市
大阪府
下関市
防府市
周南市

1.02.10
1.05.53
1.08.28
1.12.40
1.13.26
1.17.45
1.06.21
1.09.12
1.18.36

1
2
3
1
2
3
1
2
3

井上　裕馬
田原　琢朗
渡邊　崇人
佐古　麻梨子
武居　修子
古谷　陽弥

海響AC-Vittoria-
チーム裸坊

team NAHOMIX

■ロングの部（スイム1.5km、ラン10km）

部　門 住　所 タイム順位 選手・チーム名

個人
男子

個人
女子

阿武町
岩国市
宮崎県
福岡県
周南市
長門市

0.26.45
0.28.44
0.31.55
0.28.34
0.29.14
0.33.26

1
2
3
1
2
3

金子　智弥
手嶋　大介
片野　翔梧
榎本　羽那
唐本　由紀
秋貞　志緒

■ショートの部（スイム0.5km、ラン4.2km）

大会上位入賞者 （敬称略）

4
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ス
イ
ム
ラ
ン
大
会
を
通
し
て
訪
れ
る
大
勢
の
お
客

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
今
年
は
道
の
駅
阿

武
町
を
舞
台
に
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
同
時
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

道
の
駅
フ
ェス
タ
も
大
盛
況
！

スイムラン表彰式。賞品は阿武町の特産品

多くのテナントが出店。お土産品の販売も

甘くてシャリシャリ！福賀すいかの試食！

選手を応援！萩高吹奏楽部のメドレー演奏

福賀出身の歌手satominのパフォーマンス

「無角和牛ステーキ」の試食。旨味の
「ブロック肉」が初めて店頭に並び、完売！

　フィナーレは、8,000個の「もちま
き」で大盛り上がり。
　このほか、道の駅フェスタでは、海
上の「シーカヤック」や「ＳＵＰ」、巡視
艇「はぎなみ」の体験航海といった催
しも。　海に面した最高のロケーショ
ンにふさわしい、一日となりました。

サップ

　沿道で選手に声援を送り、ホースで水かけをしてくださった地域のみなさま。ボランティアス
タッフとして参加してくださった町内のみなさま。選手たちから、「温かいふれあいに感激し
た！」との声を多くいただきました。大会を通して、阿武町のおもてなしの心や自然豊かな魅力
を知っていただくことができ、それと共に、町民がひとつになり感動できたことが大きな喜びで
した。すべてのみなさまに感謝しています。ありがとうございました！　実行委員会事務局より
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参
加
し
た
「
都
市
部
」
の
反
応
は

◆
東
京
に
来
て
は
じ
め
て
、
「
地
元
・
山
口
が
好
き
」
だ
と

気
づ
き
ま
し
た
。
で
も
、
東
京
も
好
き
な
ん
で
す
よ
。

　

ど
っ
ち
も
捨
て
た
く
な
い
。
だ
か
ら
「
２
拠
点
生
活
」
に

魅
力
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た
め
に
参
加

し
ま
し
た
。　
　

（
埼
玉
県
在
住
・
映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
）

◆
都
会
に
来
て
感
じ
た
の
は
、
「
意
外
と
、
田
舎
に
興
味
が

あ
る
人
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
。

　

「
ホ
タ
ル
を
見
た
こ
と
が
な
い
」
や
、
田
舎
だ
っ
た
ら
当

た
り
前
の
「
満
天
の
星
空
を
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
友

だ
ち
も
多
い
。
す
ご
く
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　

素
敵
な
場
所
な
の
は
間
違
い
が
な
い
の
で
、
魅
力
を
上
手

く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
は
来
る
と
思
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
在
住
・
大
学
院
生
）

若
者
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に

　

下
町
の
風
情
を
残
し
つ
つ
、
現
代
美
術
館
を
は
じ
め
と
す

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
な
ど
が
並
ぶ
こ
と
か
ら
「
ア
ー
ト

の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
る
東
京
・
清
澄
白
河
。

　

そ
の
一
角
に
あ
る
貸
し
ス
ペ
ー
ス
「
フ
レ
ミ
ン
グ
・
ハ
ウ

ス
」
を
会
場
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
タ
イ
ル
の
移
住
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

企
画
・
演
出
を
手
掛
け
た
の
は
、
移
住
ド
ラ
フ
ト
で
も
実

績
が
あ
り
、
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
移
住
者
の
パ
イ
プ
役
と

な
る
団
体
「
ヤ
マ
グ
チ
の
デ
イ
リ
グ
チ
・
山
口
移
住
計
画
」

と
、
阿
武
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
鍋
倉
旭
さ
ん
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
「
移
住
計
画
」
な
ら
で
は
の
行
政
に
は
な

い
演
出
の
中
、
梅
田
将
成
さ
ん
や
吉
岡
風
詩
乃
さ
ん
ら
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
ト
ー
ク
と
共
に
、
萩
と
阿
武
の
「
と
な
り
ぐ

ら
し
」
の
あ
り
方
を
、
参
加
し
た
若
者
に
伝
え
ま
し
た
。

北
浦
連
携
・
官
民
連
携

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
萩
市
と
阿
武
町
の
「
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
」
の
移
住
連
携
に
お
け
る
初
の
取
り
組
み
で
す
。
こ

れ
ま
で
単
独
で
の
取
り
組
み
を
そ
れ
ぞ
れ
続
け
て
き
た
両
市

町
が
共
同
で
開
く
移
住
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
が
初
。
さ
ら
に
地

元
の
山
口
銀
行
の
出
資
も
あ
り
、
ま
さ
に
地
域
ぐ
る
み
で
臨

む
移
住
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

萩と阿武の若者たちが、それぞれの視点で、暮らしの魅力
を伝える。笑顔を彩るのは、自慢の食材と、自慢の地酒。

東京で移住イベント
６/15

となりぐらし
‐萩と阿武‐

な
べ　
く
ら
あ
さ
ひ

よ
し　
お
か　

ふ　
　

し　

の

う
め　

だ　

ま
さ　
な
り

「人口３３００人の小さな町。だけど、
自力でがんばる道を選んだ。だから阿
武町に移住した」と、鍋倉旭さん。

なべ くらあさひ
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福賀出身の梅田将成さんは、特産の
「無角和牛」を使った手料理を提供。
「ここにしかない自慢の食材です」

全員で記念撮影。参加者は総勢
32人。
萩市との広域連携や、山口銀行に
よる民間のサポートなど、これま
でにない要素を取り入れた「移住
イベント」。
「人口減少」という困難な課題を
切り拓くための、新たな風につな
がっていくことが期待される。

打
て
ば
響
く

町長
コラム

目
指
そ
う
！
無
角
和
牛
の
復
権

　

阿
武
町
民
で「
無
角
和
種
」を
ご
存
じ
な
い

方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
バ
デ
ィ
ー

ン
ア
ン
ガ
ス
種
の
種
雄
牛
を
輸
入
し
、
阿

武
・
萩
地
域
の
在
来
の
和
牛（
主
に
農
耕
牛
）

と
交
配
し
て
作
り
出
し
、
品
種
を
固
定
化
し

た
角
の
な
い
牛
で
す
。

　

昭
和
30
年
代
の
全
盛
期
に
は
こ
の
地
域
で

約
１
万
頭
が
飼
わ
れ
、
黒
毛
和
種
よ
り
も
高

い
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
飽

食
時
代
と
な
り
、
サ
シ（
脂
肪
交
雑
）の
多
い

肉
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ン
ガ
ス
種

の
持
つ
特
性
の「
赤
身
肉
」が
敬
遠
さ
れ
、
一

気
に
衰
退
し
、
現
在
で
は
、
福
賀
の
「
無
角

和
種
繁
殖
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
県
内
で
約

２
５
０
頭
し
か
飼
育
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

先
人
が
長
い
年
月
に
わ
た
り
、
労
力
と
経

費
を
か
け
て
作
出
し
た
こ
の
大
切
な
牛（
遺

伝
資
源
）を
大
切
に
し
、価
格
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
は
、
町
の
使
命
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。

　

今
時
代
は
、
飽
食
か
ら
健
康
志
向
へ
推
移

し
、
脂
肪
ギ
ト
ギ
ト
の
肉
か
ら
、
牛
肉
本
来

の
味
を
感
じ
る
こ
と
の
出
来
る
健
康
的
な
肉

を
求
め
る
人
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
、
そ
う
い
っ
た
購
買
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
新
た
な
販
路

の
開
拓
や
食
べ
方

の
提
案
等
、
無
角

和
種
の
復
権
に
向

け
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

うめ　だ　まさ なり

自身が造った地酒「三好ホワイト」を振る舞う
「阿武の鶴酒造」の三好隆太郎さん

み　よしりゅう た　ろう

今年１月に阿武町に移住した中村千穂さん（Ｂａｒえのん
経営）。
「たくさんの《縁》に支えられて生活しています。恩返
しをするため、人が集まるゲストハウスを作ろうとして
います」

なか むら　ち　　ほ

花田憲彦 町長
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「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
は
法
務
省
の

呼
び
か
け
で
毎
年
行
わ

れ
る
も
の
で
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
社
会
の
実

現
を
目
指
す
、
全
国
的

な
啓
発
活
動
で
す
。

　

こ
の
日
は
、「
阿
武
町

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
推
進
委
員
会
」
の
メ

ン
バ
ー
が
、
道
の
駅
阿

武
町
に
集
ま
り
、
買
い

物
に
訪
れ
た
人
た
ち

に
、
運
動
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る「
黄
色
い
羽
根
」

や
、メ
モ
帳
な
ど
の
啓

発
グ
ッ
ズ
を
配
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
、「
帰
る
べ
き

場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑

務
所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と
」
や
、「
薬

物
依
存
か
ら
の
回

復
と
社
会
復
帰
を

長
期
的
に
支
え
る

地
域
の
環
境
を
作

る
こ
と
」
な
ど
を

重
点
に
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
５
回
目
と
な
っ
た
「
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
掘
り
」
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
は
、
福
賀
地
区
・
宇
生
賀
の
農
事
組
合
法
人

「
う
も
れ
木
の
郷
」
の
女
性
グ
ル
ー
プ
「
四
つ
葉
サ
ー
ク

ル
」
の
呼
び
か
け
で
行
わ
れ
て
い
る
催
し
で
す
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
１
回
３
０
０
円
で
、
地
元
の
女
性

た
ち
が
育
て
た「
新
じ
ゃ
が
い
も
」を
バ
ケ
ツ
が
イ
ッ
パ
イ
に

な
る
ま
で
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
重
さ
は
、
な

ん
と
３
キ
ロ
。
毎
日
、
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
が
楽
し
め
ま
す
ね
。

雨
ニ
モ
負
ケ
ズ

　

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
、
メ
ン
バ
ー
が
事

前
に
収
穫
し
た
イ
モ
の
販
売

が
主
で
し
た
が
、
毎
年
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
熱
い
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
え
、
雨
具
着
用
で

畑
へ
。

　

雨
に
も
負
け
ず
芋
ほ
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

農具の倉庫は「市場」に変身

地域のチカラが
犯罪や非行を防ぐ

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

地
域
を
照
ら
す
黄
色
い
羽
根

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
道
の
駅
で
啓
発
活
動

7/1

宇
生
賀
の
畑
で
お
宝
発
見
！

今
年
も

「
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
掘
り
」開
催

6/30

里
山
の
恵
み
の

　
　
お
も
て
な
し
！

　

大
満
足
の
収
穫
体
験
の

ほ
か
、
新
鮮
野
菜
や
特
産

品
な
ど
の
販
売
も
あ
り
ま

し
た
。「
あ
ぶ
ホ
ー
ム
メ

イ
ド
」の
ジ
ャ
ム
や
、（
農
）

福
の
里
女
性
部
の
「
お
こ

わ
」
と
い
っ
た
、
お
な
じ

み
の
人
気
商
品
だ
け
で
な

く
、「
う
も
れ
木
の
郷
」
の

新
商
品
「
無
角
和
牛
ウ
イ

ン
ナ
ー
」
も
登
場
。

　

用
意
さ
れ
た
品
は
、
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。
　

ほ
か
に
も
、
地
元
で
生
産
し

て
い
る
薬
草
「
ト
ウ
キ
」
の

葉
っ
ぱ
の
天
ぷ
ら
入
り
の
「
夏

野
菜
カ
レ
ー
」
や
、
関
西
か
ら

福
賀
に
滞
在
し
て
短
期
就
農
し

て
い
る
若
者
・
中
塚
さ
き
さ
ん

（
元
・
バ
リ
ス
タ
）
が
淹
れ
た

「
湧
き
水
コ
ー
ヒ
ー
」
も
提
供

さ
れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
里
山
の

お
も
て
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

手
の
ひ
ら
よ
り
も
で
っ
か
い

「
新
じ
ゃ
が
」
に
、
ご
満
悦

食
後
の
一
杯
は

本
格
派
の
コ
ー
ヒ
ー

な
か
つ
か

い

トウキ葉入り夏野菜カレー

道
の
駅
で
啓
発
活
動
を
す
る

委
員
会
の
み
な
さ
ん

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致



9

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課行政係（☎2̶3110）　E-mail : soumu02@town.abu.lg.jp

　

７
月
に
入
り
、
Ｊ
Ａ
山
口
県
・
福
賀

集
出
荷
場
で
は
、
今
年
の
「
福
賀
す
い

か
」
の
出
発
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
一
株
一
果
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
福
賀

す
い
か
は
、
厳
選
栽
培
で
質
を
高
め
、

独
自
の
価
値
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
出
荷
目
標
量
は
、
昨
年
度
の

実
績
か
ら
５
ト
ン
増
や
し
て
、
１
０
０

ト
ン
（
お
よ
そ
１
万
玉
）。

　

地
元
の
誇
り
の
「
高
級
す
い
か
」

を
、
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の

か
、
今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

阿
武
中
学
校
の
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で
の
55
人

が
、
環
境
の
保
護
と
、
地

域
へ
の
貢
献
を
め
ざ
し

て
、
清
ヶ
浜
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、「
萩
海
上

保
安
署
」
の
職
員
も
参

加
。
生
徒
た
ち
は
、
掃
除

を
す
る
上
で
注
意
す
る
こ

と
や
、
海
洋
汚
染
の
現
状

な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

阿
武
町
の
豊
か
な
自
然

が
、
お
い
し
い
海
の
幸
な

ど
の
恵
み
を
育
ん
で
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

は
、
先
祖
代
々
受
け
継
が

れ
て
き
た
「
ふ
る
さ
と
の

海
」
を
、
自
分
た
ち
の
手

で
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
阿
武
町
で
は
、

７
月
10
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
が
「
海
開
き
」
で
、

毎
年
、
大
勢
の
人
た
ち

が
、
清
ヶ
浜
を
訪
れ
、
海

水
浴
を
楽
し
み
ま
す
。

夏
だ
！ 

　シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
だ
！

福
賀
す
い
か 

出
発
式

7/5

給食にも「福賀すいか」7/8

「甘くてシャリ感いっぱいの福賀すいか。ぜひ食べてください！」

流
れ
着
い
た
、
多
く
の
ゴ
ミ

班
ご
と
に
み
ん
な
で
協
力

威風堂々「福賀すいか」。大きいものは一玉15キロ以上。

出発式には福賀っ子たちも出席

　この日は、町内の学校給食にも、福賀すいか
が登場しました。阿武小学校では、生産者の梅
田将成さんが、６年生と一緒にランチルームで
給食を囲み、すいかを育てる上での工夫や、苦
労などを子どもたちに紹介。「家に帰ったら、
家族にも、おいしさを伝えてあげてください
ね」と、しっかりＰＲしていました。

〝
海
開
き
〞を
前
に

　
　
　
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

阿
武
中
学
校

　
　
　
　
清
ヶ
浜
の
清
掃
活
動

7/8

うめ

だ　まさ なり

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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全
国
ツ
ア
ー
の
最
中
、
阿
武
町
へ

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
サ
ッ
ク
ス
、
ス
ー
ザ

フ
ォ
ン
と
い
っ
た
、
多
彩
な
金
管
楽
器
た
ち
が
、
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
浴
び
つ
つ
、
き
ら
び
や
か
な
音
色
を
響
か
せ
る
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
こ
と
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ト
ム
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」

は
ジ
ャ
ズ
の
聖
地
・
米
国
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
仕
込
み
の
演

奏
が
評
判
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
。
地
元
の
バ
ン
ド
「
阿
胡
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
」
と
の
共
演
を
き
っ
か
け
に
、
10
年
前
か
ら
阿

武
町
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
本
場
の
ジ
ャ
ズ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
、
そ
れ
に

「
浜
辺
の
歌
」と
い
っ
た
日
本
音
楽
の
ア
レ
ン
ジ
版
な
ど
、幅

広
い
楽
曲
を
披
露
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
80
人
が

町
民
セ
ン
タ
ー
に
集
い
、
音
楽
の
波
に
身
を
委
ね
ま
し
た
。

会
場
み
ん
な
で
奏
で
る
音
色

　

ア
ン
コ
ー
ル
曲
は
、
定
番
の「
聖
者
の
行
進
」。
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
持
参
し
た
フ
ァ
ン
の
子
ど
も

た
ち
や
、
阿
胡
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
列
に
加

わ
り
、
阿
武
町
の
夜
を
に
ぎ
や
か
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

トロンボーン奏者
「ヤッシー」こと
大嶋康司さん

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

〝
い
き
な
り
ブ
ラ
ス
ツ
ア
ー
〞

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ト
ム
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　
　
　
　  

阿
武
町
コ
ン
サ
ー
ト
　

６/２２

あ　
　

こ

ＢＢＢＢによるニューオーリンズ・スタイルのジャズ。「お祭りさわぎ」の楽しさを奏でる。

「小さな町に、毎年来てくれて感激です。我々、地元のバンドも負けちゃいられない」と、阿胡スティックス。

おお しま　やす　し

ぼ
く
た
ち
が
初
め
て
阿
武
町
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、

２
０
０
９
年
、
ち
ょ
う
ど
10
年
前
で
す
よ
。

こ
ん
な
に
《
縁
》
が
続
く
町
は
、
他
に
は
な
い
で
す
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
、

ホ
ン
マ
嬉
し
い
で
す
。　

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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藤尾 凜太郎  さん
地域おこし協力隊
ふじ　 お　　 りん　 た　　ろう

神奈川県出身の22歳。
大学卒業と同時に「協力隊」に着任。
日夜、無角和牛のＰＲ戦略を研究中。

今月の
記者

　こんにちは、藤尾 凜太郎と申します。
　地域おこし協力隊の活動としては、無角和牛の「ブ
ランド化」に取り組んでいるところです。

　ぼくは昔から魚釣りが大好きで、小学生の頃から
釣った魚を捌いて食べるという趣味を続けてきまし
た。大学生になってからは、釣った魚だけでは満足で
きず、魚屋でいろんな魚を買って、家で捌いて食べる
ことも趣味になりました。
　釣る場所によって、産地によって味が違うことに気
づき、魚の奥深さに取り憑かれていきました。

　「あれ？ 牛に関わっているのに、魚の話になってい
るじゃないか……」と思われるかもしれませんが、こ
こ３ヶ月間、牛のことを勉強していると、牛にも魚と
同じような奥深さがあることに気づいたのです。
　大前提として、牛も魚も生き物であり、生き物の
命・体を育むのは周りの環境です。
「同じ品種の牛でも
　　　産地や餌、育て方によって身質や味が違う」
　生き物の体、すなわち味を決定するのは、その生き
物を取り巻く環境によるところが大きい。
　牛の場合かなり多くの場面で人間が介入しますが、
それが、もはや牛にとって自然なことになっていると
考えても良いでしょう。
　当たり前のようで、学べば学ぶほど発見がある。そ
んな世界がそこには広がっています。

　生き物を殺して食べているぼくは、無角和牛の学び
を通して、牛も魚同様に奥深いものなのだと、改め
て、気づかされました。

　「無角和牛を食べたことがない」もしくは、「食べ
たことはあるけど、そんなに美味しくなかった」とい
う方は阿武町に多いと思います。
　ファンがたくさんいたら、道の駅で余っている姿を
見ることはないですもんね……。
　ただ、適切な調理をすれば、無角和牛は、しっかり
と美味しく食べられるのです。
　そのことをぼくに伝えてくれたのが、東京都・吉祥
寺にあるお店「BAL Bocca（バルボッカ）」でした。

　そこでは無角和牛の肉を、豪快にステーキで食べる
ことができます。大きなブロック肉を、時間をかけて
美味しく焼いて、無角和牛の特徴の「赤身」を存分に
楽しむことができるのです。この店の無角和牛は評判
で、それを目的に訪れる常連客も多いといいます。
　そんな「東京で大人気の牛肉」が、阿武町で大切に
育てられています。

　ジューシーな肉汁、柔らかい赤身、ヘルシーで食べ
応えのある牛肉。そんな無角和牛は、日本全国を見て
も山口県でしか飼育されていません。
　数ある和牛品種の中でも、一つの県でしか飼育され
ていない品種は、無角和牛だけ。唯一無二の存在なの
です。大切に守っていかねばなりません。
　そんな肉が、道の駅に行けば手に入り、食べること
ができるというのは、阿武町だけの特権なのです。

牛と、ぼくと、時々 魚と。
ふじ　お　　りん　た　ろう

無角和牛の店 「BAL Bocca」 店主の鈴木 康一さん　
すず　き　　こう いち

　阿武町暮らし支援センターshiBano
は、まちづくりに取り組む人たちの集
いの場。
　このコーナーでは、まちに元気を
発信しようと活動する人たちに、記
事を書いていただきます。

し　 ば　 の

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】

★
優　

勝　

杉
村
玉
子（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

角
石
勝
枝（
宇
田
浦
）

★
３　

位　

杉
村
廣
太
郎

　
　
　
　

（
宇
田
中
央
）

【
フ
リ
ー
の
部
】

★
優　

勝　

虎
竹　

彰（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

白
石
修
照（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

光
永
哲
男（
山
口
市
）

【
レ
デ
ィ
の
部
】

★
優　

勝　

伊
藤
佐
登
子

（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

柳
井
洋
子（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

岩
本
房
枝（
宇
田
中
央
）

表
彰
席

宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

泥
落
と
し 

若
苗
す
く
す
く

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
敬
称
略
）

す
ぎ　

む
ら
た
ま　

こ

か
ど　
い
し
か
つ　

え

す
ぎ　
む
ら
こ
う　

た　

ろ
う

と
ら　
た
け　
　
　
あ
き
ら

し
ら　
い
し
み
ち　
て
る

み
つ　
な
が　
て
つ　

お

　
い　

と
う　

さ　
　
と　
　
こ

や
な　

い　

ひ
ろ　

こ

い
わ
も
と　

ふ
さ　

え

宇田郷グラウンドゴルフを楽しむ会

こうへい

7月生まれ

長
嶋 

航
平
ち
ゃ
ん（
美
里
）

平
成
30
年
７
月
24
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）賢
太
さ
ん
・（
マ
マ
）弘
美
さ
ん

「
は
じ
め
ま
し
て
！
こ
う
へ

い
で
す　

　

お
姉
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が

大
好
き
♡
、
二
人
で
よ
く
笑

っ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
食
べ
、
よ
く
遊
び
、

大
き
く
な
り
た
い
で
す
！
」

な
が
し
ま
　
こ
う
へい

け
ん
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ひ
ろ
み

　カナダ・ビショップス大学の学生で、昨年10月から阿武町に滞在して、みどり保育園で英語を教えて
くれた、アリシア・デュボワ・ドゥ・ネヴェル先生が、7月末で「外国人青年招致事業」の任期を終え、
帰国することになりました。園児たちの「英語の歌」に驚いた地域の方々も多いのではないでしょうか？
　ハロウィーンやクリスマスなどの行事を通して、海外の文化に親しむ機会をくれたアリシア先生。ありが
とうございました。
　将来は、立派なＡＬＴ（外国語指導助手）になりたいと話すアリシア先生。阿武町の学校でまた会える
と良いですね！

アリシアせんせい、ありがとうアリシアせんせい、ありがとう

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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６
／
23

維
新
大
晃
ア
リ
ー
ナ
武
道
館

〈
個
人
〉

【
小
学
３
年
生 

男
子
】

★
優
勝　

宮
﨑
祐
晴
（
水
ヶ
迫
）

【
小
学
５
年
生 

男
子
】

★
優
勝　

上
田
怜
央
（
東
方
）

〈
団
体
〉【
低
学
年
】

★
優
勝　

Ａ
Ｂ
Ｕ
柔
道
ク
ラ
ブ

６
／
27　

ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
萩
店

【
ミ
ス
タ
ー
の
部
】

★
優　

勝　

虎
竹　

彰（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

岩
本　

清（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

清
水
清
美（
宇
田
浦
）

【
ミ
ズ
の
部
】

★
優　

勝　

惠
美
奈
美
智
代

（
宇
田
浦
）

★
準
優
勝　

清
水
紀
美
子（宇

田
浦
）

★
３　

位　

藤
村
千
鶴（
宇
田
浦
）

【
特
別
賞
】

★
岩
本
洋
行
（
宇
田
中
央
）

　
７
／
６　

美
祢
市
民
球
場

★
ベ
ス
ト
４

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　

ル
ー
キ
ー
ズ

山
口
市
ス
ポ
少
柔
道
大
会

兼 

松
美
杯
招
待

　
　
　

 

少
年
柔
道
大
会

中
国
ろ
う
き
ん
杯 

学
童
軟
式
野
球
選
手
権

大
会
山
口
県
西
部
大
会

宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

　
　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ＡＢＵ柔道クラブの選手たち

ボウリング大会
入賞のみなさんベスト４！ ルーキーズのみんな

み
や　
ざ
き
ゆ
う　
せ
い

う
え　

だ　
　
れ　
　
お

と
ら　
た
け　
　
　

あ
き
ら

い
わ　
も
と　
　
　

き
よ
し

し　

み
ず
き
よ　

み

え　

び　
　

な　

み　
　

ち　
　
よ

　

し　

み
ず　

き　

み　
　

こ

ふ
じ　

む
ら　

ち　

づ
る

い
わ　
も
と　
ひ
ろ　
ゆ
き

　

首
都
圏
在
住
の
阿
武
町
出
身
者
た
ち
が
組
織
す
る
「
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会
」
の
大
会
が
、
品
川
区
の

「
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京
」
で
開
か
れ
、
47
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
懐
か
し
い
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
り
、
母
校
の
校
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
し

て
、
ふ
る
さ
と
阿
武
町
へ
の
変
わ
ら
ぬ
想
い
と
、
絆
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

　私はこの８月で81歳になります。
　福賀の飯谷集落からさらに奥に入った桑谷の地で生まれ、18歳のとき故郷を離れ、
知人の紹介で大阪のパッケージ会社に就職しました。
　業務に使っていたオート三輪はちょっとバランスが崩れると横転してしまうため、運
転しづらかったのを覚えています。
　残念ながら現在は桑谷集落に住む人はほとんどなく、私の生家も跡形もなくなりまし
た。けれど生家周辺の懐かしい風景はしっかりと脳裏に刻まれています。
　故郷の風景やそこで過ごした体験、出会った人々のことは、時を経ても忘れることな
く心に残り続けていることと思います。
　時代は平成から令和に変わりましたが、この「東京ふるさと阿武町会」が末永く続い
ていくことを願っています。そしてこれからも、皆で阿武町を応援していきましょう。

「
東
京
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会  

第
６
回
大
会
」
ふ
る
さ
と
愛

　
遠
く
離
れ
て
も
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東京ふるさと
　　阿武町会に寄せて

東京ふるさと阿武町会  三木 正市 会長　
（東京アート株式会社 取締役会長）

み　 き　　まさ　いち

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

一
般
質
問  

第
３
回
定
例
会  

6
月
19
日

清水教昭 議員
し　みず のり あき

問問

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

　

命
を
つ
な
ぎ
、生
活
に

な
ご
み
を
作
る
阿
武
町
へ

Q　

相
談
者
に
は
町
の
各

関
係
機
関
が
第
一
の
窓

口
で
対
応

A

　

子
育
て
日
本
一
を
実

感
で
き
る
取
り
組
み
は

Q

　

各
種
健
康
診
査
の
受
診

率
を
高
め
る
啓
発
を
実
施

A

　

阿
武
町
課
設
置
条
例

の
一
部
改
正
と
人
事
に

つ
い
て

Q　

覚
悟
と
責
任
を

町
民
に
分
か
り
や
す
く

A

町
長

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問問

小田高正 議員
お　 だ　たか まさ

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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問 
移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

伊藤敬久 議員
い　とう よし ひさ

問

問問

問 　

公
共
施
設
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
つ
い
て

Q　

施
設
の
更
新
・
統
廃

合
・
長
寿
命
化
を
図
り
、

財
政
負
担
の
軽
減
・
平

準
化
を
は
か
る

A町
長

町
長

町
長

市原　旭 議員
いち はら　　 あきら

　

「
阿
武
町
版
総
合

　
　

戦
略
」
に
つ
い
て

Q　

阿
武
町
始
ま
っ
て
以

来
の
大
事
業
で
あ
る

A

町
長

町
長

町
長

問

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致

　

情
報
管
理
の

　
　

一
元
化
に
つ
い
て

Q　

調
査
・
研
究
を
し

　

前
向
き
に
検
討
す
る

A

問

町
長

う
え　

だ　

か
つ
ひ
こ
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し
て
町
の
玄
関
口
で
あ
る
道
の

駅
等
に
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル

ド
や
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
、

簡
易
宿
泊
所
な
ど
滞
在
型
の
拠

点
を
整
備
す
る
た
め
の
全
体
設

計
を
実
施
し
、
地
域
内
経
済
循

環
を
促
進
し
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
の
反
省
点
と
し
て

は
、「
奈
古
中
心
で
、
他
の
地

区
か
ら
は
分
か
り
に
く
い
」
、

「
住
民
参
加
が
希
薄
」
と
の
指

摘
が
あ
る
事
も
事
実
。
奈
古
で

実
績
を
つ
く
り
順
次
広
げ
て
行

き
た
い
。
地
方
創
生
推
進
交
付

金
事
業
を
起
爆
剤
と
し
て
、
他

の
市
町
村
と
比
べ
て
も
類
の
な

い
一
層
魅
力
の
あ
る
町
に
な
る

よ
う
努
め
た
い
。

問　

学
校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
関
す
る
調
査
や
保
護
者
、
児

童
生
徒
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
つ

い
て
注
意
や
危
険
の
周
知
を
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。
個
々
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
え
る
環
境
や
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書（
副
読
本
）整

備
は
。
福
賀
小
学
校
と
阿
武
小

学
校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
使
っ
た
遠
距
離
合
同
教
室
の

よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
？

教
育
長 

個
人
の
所
有
物
に
関

す
る
調
査
は
、
で
き
な
い
と
考

え
、家
庭
で
の
所
持
の
状
況
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
状
況

等
は
、
調
査
し
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
犯
罪
や
い
じ
め
な

ど
の
社
会
問
題
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る

事
や
、
命
に
係
わ
る
ケ
ー
ス
も

多
く
あ
る
こ
と
を
教
育
委
員

会
、
学
校
と
も
、
認
識
し
て
お

り
、
参
観
日
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
な

ど
で
関
係
す
る
研
修
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、
重
い

鞄
か
ら
解
放
さ
れ
、
安
全
性
と

い
っ
た
上
で
も
、
貴
重
な
ご
意

見
。
た
だ
、
通
学
な
ど
移
動
時

に
損
傷
等
も
懸
念
さ
れ
る
。
先

生
方
に
、
学
習
活
動
に
お
い
て

積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
工

夫
さ
れ
た
授
業
展
開
を
す
る
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　

他
市
町
で
は
、
同
じ
規
模
の

小
学
校
間
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
、
大
型
テ
レ
ビ
に
よ

る
交
流
授
業
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
承
知
し
て
い
る
が
、
本

町
の
場
合
、
回
線
の
通
信
速
度

な
ど
の
機
械
的
な
限
界
が
あ
る

こ
と
、
技
術
や
設
備
な
ど
、
十

二
分
に
扱
え
る
よ
う
な
教
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
進
校
の

状
況
、
教
育
上
の
メ
リ
ッ
ト
等

を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

阿
武
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
（
寄

附
金
税
額
控
除
）
の
見
直
し
概

要
と
、
改
正
後
の
枠
組
み
に
つ

い
て
問
う
。　
　
　
　
　

答 

ふ
る
さ
と
納
税
の
特
例
控

除
の
対
象
と
な
る
基
準
に
適
合

す
る
地
方
団
体
を
、
総
務
大
臣

が
地
方
財
政
審
議
会
の
意
見
を

聞
い
た
上
で
指
定
す
る
こ
と
と

し
、
指
定
対
象
外
と
さ
れ
た
地

方
団
体
に
あ
っ
て
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
対
象
外
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
法
律
改
正
に
伴
う
個
人

住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の

見
直
し
等
の
、
所
要
の
規
定
の

整
備
で
あ
る
。

　

改
正
後
の
基
本
的
枠
組
み

一
、
寄
附
金
の
募
集
を
適
正
に

実
施
す
る
地
方
団
体

二
、
返
礼
品
を
送
付
す
る
場
合

に
は
、
次
の
い
ず
れ
も
満
た
す

地
方
団
体
（
◆
返
礼
品
の
返
礼

割
合
は
３
割
以
下
◆
返
礼
品
は

地
場
産
品
と
す
る
）

問 

個
人
住
民
税
に
お
け
る
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
に
係
る
対
応
の

概
要
と
、
改
正
後
の
特
別
控
除

に
つ
い
て
問
う
。　
　

答 

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

際
し
、
需
要
変
動
の
平
準
化
等

の
観
点
か
ら
、
消
費
税
率
10
％

が
適
用
さ
れ
る
住
宅
取
得
等
に

つ
い
て
、
法
律
に
お
い
て
税
制

上
の
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
に

伴
う
規
定
の
整
備
で
あ
る
。

　

改
正
後
の
所
得
税
額
の

　
　
　
　
　
　
　

特
別
控
除　

一
、
消
費
税
率
10
％
が
適
用
さ

れ
る
住
宅
取
得
等
に
つ
い
て
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
控
除
期
間

を
３
年
延
長
す
る
（
現
行
10
年

を
13
年
に
）

二
、
11
年
目
以
降
の
３
年
間
に

つ
い
て
、
消
費
税
率
２
％
引
き

上
げ
分
の
負
担
に
着
目
し
た
減

税
措
置

問 
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す

る
た
め
の
個
人
住
民
税
の
非
課

税
措
置
の
概
要
と
、
改
正
後
の

措
置
の
範
囲
に
つ
い
て
問
う
。

答　

子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す

る
た
め
、
事
実
婚
状
態
で
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
支
給

さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

を
受
け
て
お
り
、
前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
以
下

で
あ
る
ひ
と
り
親
（
単
身
児
童

扶
養
者
）
に
対
し
、
個
人
住
民

税
を
非
課
税
と
す
る
措
置
を
講

ず
る
。

改
正
後
の
非
課
税
措
置
の
範
囲

　

障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡

婦
、
寡
夫
又
は
単
身
児
童
扶
養

者
（
こ
れ
ら
の
者
の
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
を

超
え
る
場
合
を
除
く
）

物
品
売
買
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

問 

契
約
の
目
的
が
、
塵
芥
収

集
車
の
購
入
に
な
っ
て
い
る

が
、
性
能
に
つ
い
て
聞
く
。

答　

ゴ
ミ
収
集
車
（
別
名
：

パ
ッ
カ
ー
車
・
塵
芥
車
）
で
、

駆
動
方
式
は
２
輪
駆
動
車
で
あ

る
。
最
大
積
載
量
は
3.3
ト
ン

で
、
ゴ
ミ
の
圧
縮
形
式
は
回
転

板
式
（
別
名
：
巻
き
込
み
式
）

と
な
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
度 

阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

問 

選
ば
れ
る
ま
ち
阿
武
町
創

生
・
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
・
ま
ち
の
縁
側
推
進
の
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
３
年
間
推

進
し
た
時
に
、
３
年
後
の
阿
武

町
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
の
か
。
い
ま
描
か
れ
て
い
な

い
の
な
ら
、
そ
れ
は
い
つ
頃
で

き
る
の
か
。　
　
　
　
　

答 

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

計
画
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
の
取
り

組
み
内
容
を
高
め
て
い
く
。
住

民
の
み
な
さ
ま
に
目
に
見
え
る

形
で
の
、
ハ
ー
ド
面
の
取
り
組

み
に
も
注
視
し
て
い
く
。
そ
の

結
果
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
美

的
景
観
）
を
重
視
し
た
修
景
が

で
き
、
そ
こ
で
町
全
体
を
見
ま

わ
し
た
時
に
全
体
像
の
具
現
化

に
近
づ
け
て
い
き
た
い
。

問 

阿
武
町
干
ば
つ
緊
急
対
策

事
業
補
助
金
交
付
の
、
概
要
に

つ
い
て
聞
く
。　
　
　
　

答　

今
年
は
冬
期
の
降
雪
量
が

少
な
く
、
ア
メ
ダ
ス
の
デ
ー
タ

で
は
、
４
、
５
月
の
降
水
量
は

平
年
の
60
％
程
度
と
な
っ
て
お

り
、
農
作
物
の
用
水
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、

夏
期
の
水
不
足
は
深
刻
な
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
作
物
に
よ
っ

て
は
、
作
付
け
・
生
育
・
着
果

に
対
す
る
影
響
が
次
年
度
に
発

生
す
る
よ
う
な
現
象
が
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
農
家
に

と
っ
て
生
産
意
欲
を
な
く
す
ほ

ど
の
事
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に

限
り
、
今
後
水
不
足
に
よ
る
干

ば
つ
応
急
対
策
及
び
予
防
対
策

を
希
望
す
る
農
家
に
対
し
、

「
阿
武
町
干
ば
つ
緊
急
対
策
事

業
」
を
実
施
す
る
。

問 　

学
校
に
お
け
る
パ
ソ

コ
ン
の
利
用
に
つ
い
て

Q　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
注
意
事
項
や

危
険
性
、
情
報
モ
ラ
ル
に

関
す
る
研
修
会
を
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
等
で
実
施
。
福
賀
小

と
の
遠
隔
合
同
授
業
は
、

人
、
通
信
速
度
な
ど
の
諸

課
題
が
あ
る
。

A

教
育
長

行
財
政
改
革
等

特
別
委
員
会
報
告

6
月
19
日
開
催

清水教昭 委員長
し　みず のり あき

問答

問問 答答

問問 答答

問答

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致



６
／
４　

福
賀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
体
力
テ
ス
ト

　

福
賀
ス
ポ
少
恒
例
の
日
本
体
育
協

会
に
よ
る
「
運
動
適
性
テ
ス
ト
」
を

開
催
。
継
続
団
員
は
昨
年
の
記
録
を

塗
り
替
え
よ
う
と
一
層
気
合
い
を
入

れ
て
テ
ス
ト
に
臨
み
ま
し
た
。

　

張
り
切
り
す
ぎ
て
フ
ラ
イ
ン
グ
が

続
出
す
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は
、
少

し
で
も
早
く
・
長
く
・
遠
く
に
と
、

元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
た
。

　

５
分
間
走
は
、
わ
ず
か
で
も
タ
イ

ム
が
上
が
る
よ
う
に
と
、
コ
ー
ナ
ー
を
ゆ
る
く
設
定
し
ま

し
た
が
、
結
果
は
思
う
よ
う
に
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

団
員
の
体
力
や
運
動
能
力
の
変
化
を
知
る
こ
と
で
、
活

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
や
、
よ
り
よ
い
ス
ポ
少
・
子
育
連

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

６
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福
賀
こ
と
ぶ
き
会
・
福
賀
公
民
館

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

　

県
警
交
通
企
画
課
か
ら
講
師
を
招
き
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

合
言
葉
は
「
あ
じ
の
ひ
ら
き
」。【
あ
】
歩
く
人
、【
じ
・

の
】
自
転
車
に
乗
る
人
、【
ひ
】
左
か
ら
来
る
車
に
注
意
、

【
ら
】
ラ
イ
ト
が
つ
く
頃
、【
き
】
近
所
で
油
断
。

　

歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
が
７
割
で
、
道
路
横

断
中
は
左
方
向
か
ら
の
車
と
の
衝
突
が
多
く
、
日
没
か
ら

２
時
間
位
の
薄
暮
れ
時
に
多
発
し
、
自
宅
か
ら
半
径
５
０

０
ｍ
付
近
で
の
発
生
が
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
学

び
ま
し
た
。
ま
た
被
害
者
だ
け
で
は

く
、
加
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え

て
お
り
、
こ
の
背
景
や
要
因
を
、
鉛

筆
を
使
っ
た
反
射
神
経
テ
ス
ト
や
、

脳
ト
レ
ク
イ
ズ
等
も
交
え
楽
し
く
学

べ
ま
し
た
。
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

起
こ
さ
な
い
た
め
、
日
頃
の
健
康
づ

く
り
と
一
層
の
交
通
安
全
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。

６
／
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宇
田
郷
地
区
職
域
親
睦
大
会

　
　
　
　
　

今
年
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

　

梅
雨
入
り
の
時
期
に
、
こ
の
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
、

天
候
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
時
間
前
か
ら
降
り
出
し
た
雨

で
、前
回
に
続
き
屋
内
で
の「
シ
ャ
フ

ル
ボ
ー
ド
大
会
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

職
場
の
違
う
46
人
の
み
な
さ
ん
で

チ
ー
ム
を
組
ん
で
競
技
に
臨
み
ま

す
。

　

人
気
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
、
親
睦
を
深
め
合
う
、
楽
し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
…
、
い
っ
た
い
誰
が
雨
男
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？（
笑
）
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第
２
回 

宇
田
郷
寿
齢
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
故
と
詐
欺
に
注
意
！

　

今
回
は
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
と
う
そ
電
話
詐
欺
」
な

ど
に
つ
い
て
、
宇
田
郷
警
察
官
駐
在
所
の
岡
村
彰
所
長
か

ら
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
半
は
交
通
安
全
に
つ
い
て
。

夕
暮
れ
時
の
事
故
が
多
く
、
外
出

時
に
は
、
明
る
い
服
装
・
反
射
材

を
着
用
す
る
よ
う
指
導
が
あ
り
ま

し
た
。

　

後
半
は
「
う
そ
電
話
詐
欺
」
な

ど
に
つ
い
て
。
今
年
に
入
っ
て
詐

欺
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
の
事
例

な
ど
が
説
明
さ
れ
、
受
講
生
全
員

が
、
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

被
害
を
防
ぐ
た
め
、「
電
話
は
い
つ
も
留
守
番
録
音
に
し

て
、
知
ら
な
い
電
話
番
号
に
は
出
な
い
。
変
だ
と
思
っ
た

ら
迷
わ
ず
駐
在
所
・
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
こ
と
で
す
。

「がんばれー！」自分の限界に挑戦

６
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梅
雨
の
合
間
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

奈
古
地
区
女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

奈
古
地
区
の
女
性
、
約
1
0
0
人

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、

全
18
ホ
ー
ル
を
回
り
ま
し
た
。
競
技

の
ベ
テ
ラ
ン
選
手
の
方
も
い
れ
ば
、

毎
年
こ
の
大
会
だ
け
に
参
加
し
て
い

る
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
が
、
み
ん

な
で
仲
良
く
競
技
に
臨
み
、
楽
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
大
会
結
果

【
優　

勝
】
黄
組
（
野
柳
、
浜
の
一
･
二
、
美
浜
、

　
　
　
　
　
　
　
　

大
里
、
水
ヶ
迫
、
美
里
、
美
咲
）

【
準
優
勝
】
白
組
（
寺
東
、
東
方
、
市
、
土
、
筒
尾
、

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
橋
）

６
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新
玉
ね
ぎ
の
お
す
す
め
料
理
！

奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン　

６
月
講
座

　

今
回
は
「
新
玉
ね
ぎ
の
お
す
す

め
料
理
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

家
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き

る
献
立
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

玉
ね
ぎ
を
丸
々
一
個
使
う
肉
詰

め
や
、
電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
て
作

る
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
合
計
４
品
を

調
理
。
み
ん
な
で
楽
し
く
会
食
し

た
後
は
、
今
回
の
料
理
の
改
善
点

を
話
し
た
り
、
次
回
の
計
画
を
立

て
た
り
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
８
月
27
日（
火
）で
、
そ
う
め
ん
を
使
っ
た
料
理

で
す
。

◎
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
に
興
味
の
あ
る
方
は
、中
央
公
民
館
、

　

杉
山
ま
で
。
☎
２
ー
２
０
４
４（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
） 目にしみるのぉ 何打目かいねぇ

日頃からの防犯意識が大事です 雨でも楽しい仲間との交流
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お
か
む
ら
あ
き
ら

す
ぎ
や
ま

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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保険証を更新します
　現在交付している「国民健康保険被保険者証」及び「後期高齢者医療被保険者証」は有効期限が７月３１
日までとなっています。８月１日からご使用になれる新しい保険証を７月下旬までに簡易書留でお送りしま
す。（※古い保険証は、８月１日以降は使えませんので各自で処分するか、役場健康福祉課または各支所ま
で返却してください。）
　★国民健康保険　被保険者証（カード）は、オレンジ色となります。（退職者は 退 が印字されています。）
　　　　　　　　　　※70歳から74歳の方の「高齢受給者証」は被保険者（カード）に印字されています。
　★後期高齢者医療　被保険者証はオレンジ色となります。

国 民 健 康 保 険（74歳までの方）
●入院したときは、限度額認定証などの提示を忘れずに
◎外来で医療費の自己負担が高額になる方も、「限度額適用認定証」が使えます。
　あらかじめ役場窓口で申請し、交付された「限度額適用認定証」（住民税非課税世帯、低所得者Ⅰ･Ⅱの方
は「限度額適用・標準負担額認定証」）を医療機関の窓口に提示すれば、それぞれの限度額までの窓口負担
となります。※保険税を滞納していると認定証が交付されない場合があります。
※認定証の有効期限は毎年７月31日までです。期限
到達後も必要な方は８月１日以降に更新申請をし
てください。
●申請（更新）方法：「保険証」、「印鑑」、「個人番号（通
知）カード」、「本人確認書類(写真付公的身分証)」、
（※更新の場合「限度額認定証」）を持参の上、「認
定申請書」を役場健康福祉課または各支所へ提出。

■70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

ア

イ

ウ

エ

オ
※１　過去12か月間に同じ世帯で高額療養費の支給が４回

以上あった場合の４回目以降の限度額。

〇８月から翌年７月までの１年間の自己負担額の上限となり
ます。
〇多数回該当とは、過去12か月に同じ世帯で高額療養費の
支給が４回以上あった場合の、４回目から適用される限度
額です。
〇月途中で75歳の誕生日を迎え、後期高齢者医療制度に移
行した場合、その月の自己負担限度額は移行前後の医療保
険制度でそれぞれ１／２となります。
〇外来（個人単位）Ａの限度額を適用後に、外来＋入院（世
帯単位）Ｂの限度額を適用します。
〇75歳到達月は、国保と後期高齢者医療制度の限度額がそ
れぞれ２分の１となります。

所得区分 ３回目まで ４回目以降※1
基礎控除後の所
得が901万円超
基礎控除後の所
得が600万円超
～901万円以下
基礎控除後の所
得が210万円超
～600万円以下
基礎控除後の所得が
210万円以下（住民
税非課税世帯を除く）
住民税非課税

252,600円＋（総医
療費－842,000円）×１％
167,400円＋（総医
療費－558,000円）
×１％
80,100円＋（総医
療費－267,000円）
×１％

　　 57,600円

　　 35,400円

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円

■70歳以上74歳の方の自己負担限度額（月額）
所得区分 外来（個人単位）A 外来＋入院（世帯単位）B
現役並みⅢ
課税所得
690万円以上

低所得 Ⅱ
Ⅰ

18,000円※
（年間上限144,000円）

57,600円
（多数回該当：44,400円）

8,000円 24,600円
15,000円

252,600円＋
（総医療費－842,000円)×1%
〈多数回該当：140,100円〉

現役並みⅡ
課税所得380万円以上
690万円未満

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×1%
〈多数回該当：93,000円〉

現役並みⅠ
課税所得145万円以上
380万円未満

一般

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1%
＜多数回該当：44,400円＞

国民健康保険及び
後期高齢者医療の対象の方

〇70歳以上の方の所得区分

現役並み所得者

一　般

低所得Ⅱ
低所得Ⅰ

課税所得145万円以上の方（70歳～74歳の方）などが同じ世帯にいる場合
ただし、年金と収入等の合計が単身世帯で383万円、２人以上世帯で520
万円に満たない場合は、申請により所得区分が「一般」となります。
現役並み所得者、低所得のいずれかにも該当しない方
同一世帯の70歳～74歳の国保加入者の基礎控除後の所得の合計が210万円
以下である場合についても所得区分が「一般」となります。
住民税非課税世帯に属し、低所得Ⅰに該当しない方
住民税非課税世帯に属し、世帯の所得が年金収入80万円以下などの方

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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●医療費が高額になったときは・・・？
　医療費の自己負担が高額になったとき、申請により限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
町では、該当と思われる被保険者の方へ診療月の約３ヶ月後に申請勧奨を行っており、申請には医療費を支払っ
たことの分かる「領収書の写し」等が必要です。該当となると思われる方は、領収書の保管をお願いします。
●申請方法：「保険証」、「印鑑」、「領収書」、「個人番号（通知）カード」、「本人確認書類（写真付公的身分証）」
　を持参の上、役場健康福祉課または各支所へ「高額療養費支給申請書」を提出。

●70歳になると自己負担割合や自己負担限度額が変わります。
　70歳以上74歳の方には、所得などに応じて自己負担
割合が記載された「保険証」が交付されます。適用は70
歳の誕生日の翌月（１日が誕生日の人はその月）から75
歳の誕生日の前日までです。
　お医者さんにかかるときは、「保険証」を必ず提示して
ください。

後 期 高 齢 者 医 療（75歳以上の方など）
●後期高齢者医療減額認定証の更新のお知らせ
　現在交付されている減額認定証の有効期限は、令和元年７月31日までとなっています。
　現在、減額認定証をお持ちで令和元年８月以降の認定区分が「区分Ⅰ」※１または「区分Ⅱ」※２に該当
する方には、令和元年７月31日までに新しい減額認定証を郵送します。
　お手元に届きましたら、令和元年８月１日から医療機関へご提示ください。
　なお、現在お持ちの減額認定証は８月１日以降使用できませんので、各自で処分してください（返却の必
要はありません）。
　※１　区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（年金収入は控除額を80万円
　　　　として計算します）または老齢福祉年金受給者
　※２　区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税（区分Ⅰに該当する方を除く）
　　　　限度額認定証の交付を受けるには申請が必要です。随時受け付けておりますので、役場健康福祉課
　　　　または各支所の窓口で手続きをしてください。

●現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方へ
　過去１年間の入院日数が91日以上の場合、入院時の食事代がさらに減額となります。再度、申請が必要
となりますので、役場保健福祉課または各支所の窓口で手続きしてください。
　［申請に必要なもの］①後期高齢者医療制度の被保険者証
　　　　　　　　　　　②現在交付されている減額認定証（区分Ⅱ）
　　　　　　　　　　　③病院の領収書など91日以上の入院日数の分かる書類

◆問い合わせ　　役場健康福祉課　☎２－３１１５　山口県後期高齢者医療広域連合　☎０８３－９２１－７１１0

■自己負担割合
負担割合

２割

３割

所得区分
一　般

低所得Ⅱ･Ⅰ

対象となる方

以下以外の方

現役並み所得者Ⅲ・Ⅱ・Ⅰ

●交通事故にあったときは必ず届出を！
　交通事故など第三者の行為によってけがや病気になった場合でも、届出をすることによって国民健康保険
や後期高齢者医療で診療を受けることができます。ただし、加害者から治療費を受け取ったり、示談をすま
せたりすると、国民健康保険等が使えなくなることがあります。
●申請方法：「保険証」、「印鑑」、「事故証明書」（後日でも可）、「個人番号(通知)カード」、「本人確認書（写真付
　公的身分証）」を持参の上、役場健康福祉課または各支所へ「第三者行為による傷病届」を提出。

●入院したときの食事代
　入院したときは、診療や薬にかかる費用とは別
に、食事代として次の標準負担額を支払います。
　入院したときの食事代の標準負担額（１食あたり）

460円※

210円
１６０円
100円

過去１２か月で９０日までの入院
過去１２か月で９０日を超える入院

現役並み所得者
一　般

低所得Ⅱ

下記以外の人

低所得者Ⅰ
〇低所得者Ⅰ・Ⅱの方は、「限度額適用・標準負担額減額認
　定証」か「標準負担額減額認定証」が必要です。　
※一部２６０円の場合があります。

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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阿武町で エコ一句
みなさんに投句していただいた「エコ一句」。今月ご紹介する優秀作品は…
「すずしいよ　きゅうりもできる　いいかーてん」 末益　幹大くん（水ヶ迫）
　現在、募集をしているエコカーテンに関する一句。
　涼しくて、美味しいきゅうりも出来ちゃう、まさに一石二鳥ですね！

すえ　ます　　　かん　た

町指定ごみ袋が変わります！町指定ごみ袋が変わります！
　８月から資源物４種類（その他プラ、びん、缶、ペットボトル）の袋が
１種類の袋『資源専用』となり、町指定ごみ袋は下記の３種類となります。

●現在のごみ袋と材質や形などが一部変更になります。
●残っているごみ袋は８月以降も使用できます。
●ごみカレンダーに記載の指定日に出してください。
●分け方、出し方は今までと同じです。
　特に、資源ごみは混ぜずに出してください。

①燃やせるごみ　　大（510円）・小（310円）　各10枚入
②燃やせないごみ　大（255円）・小（155円）　各 ５枚入
③資源専用　　　　大（510円）・小（310円）　各10枚入

Ｑ１．白色トレイは、どのごみ袋で出せばいいの？
Ａ１．平成３０年４月からプラスチック製容器包装として回収しています。
　　　今後は資源専用ごみ袋に入れて出してください。
Ｑ２．缶はつぶして出していいの？
Ａ２．リサイクルセンターで、磁石を使ってスチール缶とアルミ缶に分けています。
　　　缶をつぶしていると、磁石での仕分けが出来なくなってしまうので、
　　　缶はつぶさずに資源専用ごみ袋に入れてください。

これって何ゴミ？よくある質問

日　時　７月２９日（月） 町民センター・多目的ホール １０：００～１１：００
 ふれあいセンター・多目的ホール １４：００～１５：００
　　　　７月３０日（火） のうそんセンター・多目的ホール １０：００～１１：００

■□ごみ袋変更に伴う説明会のご案内□■

【問い合わせ】　役場健康福祉課　健康衛生係　☎２－３１１３

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 
出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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7月26日㈮
　役場本庁 ９：３０～１１：３０
　ナベル山口工場 １３：１５～１５：３０

阿武町に「移動採血車」がやってきます！

（第55回献血運動推進全国大会「標語」 最優秀賞作品）

みなさんの積極的な
ご協力をお願いします

“さあ行こう 未来をつなぐ 献血へ”

　接種可能な予防接種は受けておられますか？
特に、日本脳炎は接種を控えていた時期がある為、平成７年度～平成18年度生まれの
方は、接種の機会を逃している可能性があります。
　また、二種混合やＭＲ２期（年長児）のように対象年齢が決まっている種類もありま
す。小学生以上の子どもさんは、夏休み期間を利用されるなど、比較的感染症の少ない
秋までの間になるべく受けましょう。
　この機会にぜひ、母子健康手帳の予防接種欄を確認され、未接種の予防接種を受けましょう。
　なお、予診票をお持ちでない方は、役場健康福祉課窓口までお越しいただくか、
下記までご連絡ください。

問い合わせ　役場健康福祉課 保健師　☎ 2－3113

会　　場　萩浄化センター（萩市堀内１－１）
日　　時　８月２８日（水）１０：００～１６：００　※少雨決行
対　　象　60歳以上の方で、シルバー人材センターへの入会・就業を希望する方
　　　　　定員10人　※受講決定は締切後、郵送にて通知します
申込〆切　８月１９日（月）必着
申し込み・問い合わせ　（公社）山口県シルバー人材センター連合会
　　　　　　　　　　　☎０８３－９２１－６０７０ ／Ｆａｘ０８３－９２１－６０７７
　　　　　　　　　　　〒７５３－００７９　山口市糸米２－１３－３５（県土連ビル１F）

予防接種の受け忘れはありませんか？

刈払機取扱講習受講料
無　料

エキスパートに
学ぼう！

　阿武町では官民協働事業として、株式会社サイネックスと共同し、町の概
要、役場の各種手続きなどの行政情報や観光情報を一冊にまとめた「阿武町
暮らしの便利帳」を発行します。冊子の発行は11月頃を予定し、町内各戸
に配布します。
　この冊子に係る経費は、掲載する広告収入を財源としているため、今後、
株式会社サイネックスの職員が広告掲載をお願いするため、各事業所を訪問
する予定です。

問い合わせ　役場まちづくり推進課　☎2－3111

阿武町暮らしの便利帳を共同発行します

シルバー人材センターへの入会・就業希望者限定

問 

移
住
・
定
住
等
の
相
談
・

受
付
に
つ
い
て
、
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
、
き
め
細
か
い
お
も

て
な
し
が
出
来
る
総
合
的
な
受

付
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長 

現
実
的
に
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
窓
口

担
当
が
各
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担

当
者
が
出
向
き
、
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合
窓

口
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

関
係
人
口
の
構
築
、
増
加

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
様
々
な

考
え
が
あ
る
。

　

職
員
個
々
が
持
つ
名
刺
等
の

記
録
や
関
係
者
情
報
の
一
元
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁

者
と
の
関
係
や
打
合
せ
内
容
の

把
握
、
人
事
や
退
職
な
ど
の
際

に
、
簡
素
化
も
図
れ
る
。

　

正
確
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
人

と
人
の
繋
が
り
な
ど
も
、
瞬
時

に
把
握
が
で
き
、
行
政
サ
イ
ド

に
お
け
る
信
頼
性
と
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ

ト
や
外
部
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
震
や
火
災
、
盗

難
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
滅

失
防
止
策
に
も
な
る
。

　

課
の
壁
を
な
く
し
、
職
員
全

員
が
横
断
的
に
把
握
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
町
が
目
指
す
関

係
人
口
、
交
流
人
口
に
繋
が
る

名
刺
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
組
織
で
人
脈
の
共
有
化
を

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

町
長 

町
を
相
手
に
営
利
を
目

的
と
し
た
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
距
離
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
対

策
・
企
業
誘
致
対
策
等
、
多
方

面
の
人
材
と
頻
繁
に
交
流
を
行

う
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
は
、

名
刺
の
デ
ー
タ
化
は
有
効
な

フ
ァ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
よ

り
有
効
的
な
活
用
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
た
い
。

　

デ
ー
タ
の
滅
失
防
止
に
つ
い

て
は
、
天
災
、
有
事
の
際
に
、

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
や

フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
も
同
時
に

破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

庁
内
の
内
部
サ
ー
バ
ー
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
外
部
の
ク

ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
等
、
情

報
な
ど
を
収
集
、
調
査
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
、
職
員

に
は
、
指
示
を
出
し
て
い
る
。

問 

合
併
以
後
整
備
さ
れ
て
い

る
各
種
公
共
建
築
物
・
道
路
・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規

模
な
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
対
策
は
。  

町
長　

国
が
策
定
し
た
「
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
公
共
施
設
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
の
役
割
と
開
催
は
。

町
長 

本
計
画
を
適
正
・
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
副
町
長
を
委

員
長
に
、
管
理
職
を
メ
ン
バ
ー

と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
。
各
課
が
管
理
し

て
い
る
公
共
施
設
等
の
現
状
を

把
握
し
、
計
画
的
な
点
検
・
診

断
・
修
繕
等
に
よ
り
長
寿
命
化

に
努
め
、
そ
の
施
設
の
利
用
状

況
や
役
割
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
必
要
な
も
の
は
更
新
し
、

不
要
な
も
の
は
廃
止
す
る
な
ど

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
事
業
は
利

用
料
・
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る

の
が
基
本
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
利
用

料
・
集
落
排
水
の
使
用
料
の
算

定
基
準
と
公
営
企
業
会
計
の
一

元
化
は
、
い
つ
さ
れ
た
か
。

町
長　

公
営
企
業
会
計
は
使
用

料
で
運
営
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
簡
易
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
と
も
に
施

設
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
使

用
料
で
運
営
し
て
い
る
。

　

会
計
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
と
も
に
地
区
ご
と
に
独

立
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
が
、
「
町
管
理
の
水
道
水
を

使
用
し
て
い
る
の
に
地
区
間
で

使
用
料
が
違
う
の
は
納
得
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
水
道

事
業
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
集
落
排
水
事
業
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

使
用
料
を
統
一
し
、
一
括
会
計

と
し
た
。

問　

地
理
的
条
件
に
よ
り
上
下

水
道
の
な
い
地
区
の
打
ち
抜
き

に
よ
る
飲
料
水
確
保
の
施
設
・

合
併
浄
化
槽
の
更
新
時
の
対
策

は
。

町
長 

町
の
管
理
し
て
い
る
簡

易
水
道
施
設
・
集
落
排
水
施
設

の
更
新
は
、
町
の
一
般
会
計
で

実
施
し
利
用
者
か
ら
の
負
担
金

は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
の
な
い
地

区
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、

個
人
の
打
ち
抜
き
に
対
す
る
補

助
制
度
は
な
く
、
補
助
は
行
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
合
併
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制

度
に
よ
り
、
新
設
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
の
推
進
交
付
金
の
取
り

扱
い
の
中
で
、「
更
新
、
改
築

は
助
成
対
象
外
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
単
独
で
補
助
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
同

様
に
、
個
人
の
打
ち
抜
き
の
更

新
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問 

阿
武
町
版
総
合
戦
略
の
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
相
談
会
の
実
施
回
数
と

実
態
を
問
う
。

町
長　

相
談
会
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
、
萩
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
た
「
萩
市
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
実
施
し
て
お
り
、
町

は
会
場
確
保
等
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

　

相
談
会
は
平
成
27
年
度
の
制

度
開
始
以
来
、
計
10
回
で
、
相

談
者
数
は
４
人
。
日
程
は
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
立
支
援
の
相
談
を
７
人
が
利

用
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
全
11
件
の
内
、

「
経
済
的
困
窮
」
が
８
件
。
他

は
「
病
気
で
の
不
安
」、「
就

労
」
の
相
談
で
あ
っ
た
。

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
と
、
生
活
保
護
制
度
の
連
携

か
ら
、
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
が
届
く
仕
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

町
長 

事
業
の
相
談
支
援
は
、

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談

支
援
員
と
、
萩
市
福
祉
事
務
所

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
連
携
の

窓
口
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
は
町
の
各
関
係
機

関
が
第
一
の
窓
口
と
し
て
あ
た

り
、
す
ぐ
に
萩
市
の
自
立
相
談

支
援
機
関
と
協
議
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。

問　

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支

援
事
業
で
、
高
齢
者
の
高
齢

化
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
高
齢

化
等
の
課
題
で
、
日
常
生
活
自

立
、
社
会
生
活
自
立
、
就
労
自

立
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
阿
武
町
ら
し
い
、
き
め

細
か
な
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
ら
し
い
き
め
細
か
な

支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施

者
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
り
、
町
単
独
で
事
業
を
行
う

こ
と
は
法
律
上
で
き
な
い
。

　

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
と
、
現
在
、
生
活
困
窮
者
就

労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み

実
績
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も

未
定
と
の
こ
と
。

問 

出
産
後
の
ゼ
ロ
ヶ
月
に
お

け
る
聴
覚
検
査
、
代
謝
異
常
等

検
査
の
健
康
診
査
を
問
う
。

町
長　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
平

成
30
年
度
か
ら
、
費
用
全
額
を

町
で
負
担
し
、
受
診
率
は
１
０

０
％
だ
っ
た
。
な
お
、
費
用
の

全
額
負
担
を
行
っ
て
い
る
の
は

県
内
で
阿
武
町
の
み
。

　

先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
は

知
的
障
が
い
を
防
ぐ
目
的
で
実

施
す
る
検
査
で
、
費
用
は
全
額

県
が
負
担
し
受
診
率
は
１
０

０
％
に
な
っ
て
い
る
。

問 

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
科
健
康
診

査
の
実
態
と
、
親
子
の
歯
科
診

査
の
提
案
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

町
で
は
幼
児
歯
科
健
康

診
査
を
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳

６
ヶ
月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に

行
っ
て
お
り
、
全
額
町
負
担
で

あ
る
。
受
診
率
は
平
成
30
年
度

の
実
績
で
１
歳
６
ヶ
月
児
が

90
％
、
２
歳
６
ヶ
月
児
が

87
％
、
３
歳
児
が
87
％
。

　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
妊

娠
16
週
か
ら
27
週
の
間
に
１
回

の
受
診
で
、
費
用
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
平
成
30
年
度
の
受

診
率
は
50
％
。

　

親
子
の
歯
科
診
査
は
、
す
で

に
１
歳
６
ヶ
月
児
と
３
歳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

健
診
に
あ
わ
せ
て
全
額
町
負
担

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

は
、
１
歳
６
ヶ
月
児
の
保
護
者

受
診
率
が
70
％
、
３
歳
児
保
護

者
が
48
％
。

問　

保
育
園
で
の
一
時
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
広
域
で
の

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
・
児
童
夜
間
養
育
事
業
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
町
立
み
ど
り
保
育
園
と
福

賀
分
園
で
実
施
し
、
平
成
30
年

度
の
利
用
は
、
延
べ
１
８
７

日
。
事
業
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
な
い
が
、「
一
時
保
育
を
利

用
さ
れ
る
方
へ
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
作
り
、
本
庁
及
び
両
支
所

の
窓
口
に
配
置
。
相
談
窓
口
は

健
康
福
祉
課
や
両
支
所
、
あ
る

い
は
直
接
保
育
園
と
し
て
い
る
。

　

山
口
県
で
は
、
今
年
度
か
ら

広
域
病
児
保
育
事
業
を
県
下
全

市
町
で
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

や
児
童
夜
間
養
育
事
業
の
実
現

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
の
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
公
平
公
正
な

補
助
額
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
最
も
大
き
な
効
果
は
、

重
症
化
（
肺
炎
や
脳
症
等
の
重

い
合
併
症
）を
予
防
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
で
は
罹
患
す
る
と
重

症
化
の
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
子
ど
も
に
対
し
て
、
予
防
接

種
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

働
き
盛
り
世
代
を
含
め
、
全

町
民
を
対
象
に
行
う
と
な
る

と
、
半
額
補
助
で
も
年
間
数
百

万
円
、全
額
で
は
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
必
要
と
な
る
。

　

最
大
の
効
果
で
あ
る
重
症
化

の
予
防
に
力
点
を
置
い
て
、
高

齢
者
と
子
ど
も
に
補
助
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
公
平
公
正
を

欠
く
も
の
で
は
な
い
と
、
認
識

し
て
い
る
。

問　

課
の
名
称
を
変
更
し
、
同

時
に
、
組
織
再
編
や
人
事
も
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
内
部
の
出
来
事
だ
け
で
な
く

町
民
の
く
ら
し
に
も
影
響
す
る

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
意
識
改
革
と
波
及
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
成

果
を
あ
げ
た
職
員
が
、
評
価
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町
長 

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
旧
経
済
課
か
ら
商
工
と
観

光
の
部
分
を
切
り
離
し
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
行
く

中
で
、
後
継
者
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
と
育
成
、
更
に
は
、

人
々
の
生
活
全
般
を
支
え
る
集

落
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
深
く

関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
覚
悟
と

責
任
を
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
意
味
合
い
を
含
め
て
、

今
年
度
か
ら
関
係
各
課
の
名
称

を
変
更
し
た
。

　

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

全
て
が
適
材
適
所
と
い
う
訳
に

も
い
か
な
い
の
が
実
情
。
職
員

相
互
の
共
有
・
共
通
意
識
が
高

ま
り
、
職
員
同
士
の
課
を
超
え

た
連
携
が
取
り
や
す
い
環
境
を

構
築
し
、
原
則
的
に
３
〜
５
年

で
の
異
動
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
と
県
の
指
導
に
よ
る

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、

毎
年
、
人
事
評
価
を
実
施
し
て

い
る
が
、
全
て
が
、
適
材
適
所

の
配
置
や
能
力
、
成
果
を
判
断

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
最
終
的
に
処
遇
・
登
用
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

計
画
内
容
と
、
そ
れ
に
か
け
る

町
長
の
思
い
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
第
一
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
反
省
点
と
成
果
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

町
長 

ソ
フ
ト
事
業
は
形
が
見

え
に
く
く
、
効
果
が
見
え
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
事
業

を
活
用
し
て
町
の
方
向
性
と
し

く
み
を
構
築
し
て
い
く
。

①
【
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

本
年
は
５
年
に
一
度
の
町
の

基
本
計
画
の
改
定
の
年
で
あ

り
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦

略
も
策
定
す
る
べ
く（
一
社
）Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
ス
テ
ー
ジ
）の
支
援

も
受
け
、
町
の
未
来
を
担
う
若

手
職
員
を
中
心
に
素
案
策
定
中
。

②
【
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

水
産
の
販
売
力
向
上
に
向
け

「
上
田
勝
彦
氏
」
を
招
き
、
魚

価
向
上
の
た
め
の
神
経
締
め
な

ど
の
技
術
指
導
、
販
路
開
拓
、

道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
等
へ
の
販
売

指
導
な
ど
を
実
施
。
ま
た
「
自

伐
型
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
遠
岳
山
作
業
路
開
設
、
ジ

オ
パ
ー
ク
な
ど
観
光
面
で
の
活

用
に
も
通
じ
る
モ
デ
ル
林
を
創

出
し
林
業
を
再
構
築
す
る
。

③
【
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

　
「
ま
ち
の
縁
側
機
能
」
を
構

築
す
る
た
め
、
専
門
家
を
招
致
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　介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院や短期入所（ショートステイ）
を利用する方の食費・部屋代については、ご本人による負担が原則ですが、次の負担限度額認定要件に該当
する方については、所得に応じた負担限度額までを自己負担し、残りの費用については阿武町が介護（予防）
サービス費として施設に支払うことで、負担の軽減を行います。
　この負担軽減を受けるためには、負担限度額認定の申請を行い、交付される
「負担限度額認定証」を入所する施設に提示する必要があります。

負担限度額の認定要件
●世帯全員（世帯を別にする配偶者を含む）が令和元年度市町村民税非課税であること。
●預貯金等の資産が単身で1,000万円、配偶者がいる場合は合わせて2,000万円以下であること。

※申請にあたっては、預貯金通帳の写し等の資産の状況が確認できる書類の添付が必要となります。

〈申請時の留意事項〉
　負担限度額認定証の交付を受けた場合であっても、その後預貯金等の資産が要件を超えた場合には、負担
軽減が受けられなくなりますので、必ずお申し出ください。

　65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料は、次の9段階に分かれています。令和元年度は2019年
10月に予定されている消費税率の引き上げに伴い、町民税非課税世帯（所得段階 第１～３段階）の保険料
が軽減されています。

「介護保険負担限度額認定」申請のお知らせ

令和元年度の介護保険料について

●要支援・要介護認定を受けておられる方全員に、７月末までに利用者負担の割合（１割～３割）を記載し
た「介護保険負担割合証」を送付しますので、介護サービスを利用されるときは必ず「介護保険被保険者
証（薄緑色）」と「介護保険負担割合証（緑色）」をサービス提供事業者に提示してください。

◆問い合わせ　役場健康福祉課　福祉保険係　☎２－３１１５

「介護保険負担割合証」ついて

●世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金受給者、被保護者
●世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入
　額が80万円以下の人
●世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入
　額が120万円以下の人
●世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入
　額が120万円を超えている人
●世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、
　前年の合計所得額＋課税年金収入額が80万円以下の人
●世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、
　前年の合計所得額＋課税年金収入額が80万円を超えている人
●本人が住民税課税で、前年の合計所得額が120万円未満の人
●本人が住民税課税で、前年の合計所得額が120万円以上200万
　円未満の人
●本人が住民税課税で、前年の合計所得額が200万円以上300万
　円未満の人
●本人が住民税課税で、前年の合計所得額が300万円以上の人

所得段階 保 険 料 率 年額保険料

基準額×0.375

基準額×0.625

基準額×0.725

基準額×0.9

基準額

基準額×1.2

基準額×1.3

基準額×1.5

基準額×1.7

25,425円

42,375円

49,155円

61,020円

67,800円

81,360円

88,140円

101,700円

115,260円

対　　　　　象　　　　　者

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階



エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、
地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る
「
エ
コ
の
日
」
で
す
。 

7
月
の
一
句
は
、「
車
よ
り　

あ
る
い
て
か
い
も
の　

え
こ
さ
ん
ぽ
」。

　あぶ町食育しあわせプラン実行委員会では、地産地消をすすめ、阿武町の地元食材をみ
んなでおいしく食べるために、子どもたちのアイデア料理を募集します！優秀作品は、み
んなの学校給食のメニューになったり、町内のお店でメニュー化されたりするという特典
つきです。応募者全員に参加賞を用意していますので、夏休みに親子でアイデア料理を考
えてぜひご応募ください！たくさんのご応募をお待ちしています！

★町外の中学校へ通学されている方は応募用紙をホームページよりダウンロードして
　健康福祉課アドレスあてのメールでもご応募可能です。（minsei05@town.abu.lg.jp）
★ご応募いただいたアイデア料理は“阿武町ホームページ”に掲載させていただきますの
　でご了承ください。

【問い合わせ】役場 健康福祉課「アイデア料理コンテスト」係
　　　　　　　☎２－３１１３（担当：石川）

■応募料理　①阿武町産の野菜１２０ｇ（１食で摂りたい野菜量）がたっぷりとれるメニュー
　　　　　　②ごはん（主食）、おかず（主菜、副菜、汁物）、デザートの本人のオリジナルレシピ
　　　　　　　で、１人何品でも応募可能
　　　　　　③材料費は４人分１,６００円以内で、1時間以内でできる料理
　　　　　　④応募用紙に記入し、写真を１枚添付
　　　　　　（写真や応募用紙は下記のアドレスにメールでも送付可能）
■応募〆切　令和元年９月２日（月）各学校または役場健康福祉課まで提出
■選考方法　１次審査：書類審査　２次審査：実際に料理を作り、試食審査
■審査発表　令和元年10月下旬にご本人にご連絡
■表 彰 式　各地区の秋のイベントで実施予定
　　　　　　最優秀賞受賞者には無角和牛ステーキ肉をプレゼント！　

子どもたちのアイデアを形に！
アイデア料理コンテストのおしらせ！

今年の
テーマは

「阿武町産野菜
１２０ｇとろう！」

食べることは
一生大事！

心と体を育てます！

10月19日（土）
町民センターで
行います！
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阿武町子育て世代
包括支援センターとは
阿武町で安心して

妊娠・出産・子育て期を
過ごしていただけるよう、
お母さんやご家族の方から
さまざまな相談を
お受けする窓口です。
お気軽にご相談ください。

阿武町子育て世代包括支援センターの

名称が決定しました！『おひさま』
♪ハ
ッピー

 あぶ町♪

　子育て世代包括支援センター
の名称募集では全国からたくさ
んのご応募をいただきました。
　名称は82件の中から、石川
佳子さん（美里）が応募された
「おひさま」に決定しました。
みなさん、たくさんのご応募あ
りがとうございました。　

いし かわ 

よし　こ

子育てするすべてのみなさ
んに温かな陽ざしがふり注
ぎ、笑顔あふれる子育てを
サポートします！

阿
武

町子
育て
世代包括支援センタ

ー

〒759-3622
阿武町大字奈古2636（阿武町健康福祉課内）
開設時間　月～金（祝日・年末年始を除く）
　　　　　8:30～17:15
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堆肥の販売・運搬・散布、
コンバイン刈り取り作業を請け負います

堆肥の販売・運搬・散布、
コンバイン刈り取り作業を請け負います

堆肥の販売・運搬・散布、
コンバイン刈り取り作業を請け負います

【作業内容及び料金】 【申し込み方法】
申込書に必要事項を記入し、８月９日（金）までに
下記のいずれかに提出してください。

【申し込み・問い合わせ】
・阿武町役場 農林水産課 ☎２－３１１４
・ＪＡ山口県 奈古大井支所 ☎２－３１３１
・ＪＡ山口県 福賀ふれあい店 ☎５－０３１１
・うおなの郷 ☎４－０３１１

作業内容
 堆肥販売・運搬
 堆肥散布（露地）
 堆肥散布（ハウス）
 コンバイン刈取・
籾運搬作業

基本料金
 1t 当／ 3,000円（税込）
 1t 当／ 1,000円（税込）
 1t 当／ 1,500円（税込）

10a当／
16,000円（税別）

※コンバイン刈取り作業については、
　時期により対応できない場合があります。

　阿武町では、今年10月に予定される消費税率引き上げの影響緩和と、消費喚起を目的に、「非課税
者」と「子育て世帯（世帯主）」を対象とした「プレミアム付商品券事業」を実施します。

　詳しいご案内は８月以降となりますが、対象となるみなさんが使
いやすい買い物環境を整えるため、町内で「プレミアム付商品券」
を利用可能としていただける店舗や事業者を広く募集します。
　ご登録いただける店舗・事業者は、役場健康福祉課または萩阿武
商工会阿武支所に申請してください。

※この期間に登録した事業者は、「プレミアム付商品券」の対象者に送付するチラシに掲載します。
問い合わせ：役場健康福祉課　☎２－３１１5

阿武町プレミアム付商品券 取扱事業所 募集

第一次募集：７月３１日（水）まで 

阿武町の夏の風物詩

会場：奈古地区 鹿島湾周辺 ほか
（道の駅阿武町付近）

７月27日（土）
　午後 ７：００～　アメまき
　　　 ７：４０～　御迎火点灯・御神灯流し
　　　 ８：１５～　花火打ち上げ
　　　 ８：４０～　鹿島芸能（舞踊ショー他）

７月28日（日）
　午前 ８：００～　虫除け御祈祷・御神幸
　　　 ９：００～　イカダ大会 開会式
　午後 ２：００～　三社御神幸

問い合わせ：役場まちづくり推進課
　　　　　　☎０８３８８－２－３１１１　

なご夏まつり
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夏
休
み　

子
ど
も
が
描
い
た
画
用
紙
の　

家
族
み
ん
な
の
弾
け
る
笑
顔

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

年金のたより

　保険料は毎月納めていただきますが、収入の減少や失業等により、納めることができなくなること
もあります。
　しかし、保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、障害や死亡といった不測
の事態が生じたときに「障害年金」や「遺族年金」を受け取ることができない場合があります。
　そのような状況を防ぐため、本人からの申請により、保険料が「免除」または「納付猶予」される
制度があります。

　全額免除または納付猶予の承認を受けた方が、翌年度以降も引き続き、全額免除または納付猶予の
承認を希望する場合は、申請が不要になります。ただし、失業等を理由とした特例による免除承認で
あった場合には、翌年度も申請書の提出が必要です。

「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」にある継続希望区分欄の
１．（はい・いいえ）の『はい』に○をつけてご提出ください。

■問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８ー２４ー２１５８
　　　　　　　役場戸籍税務課戸籍住民係　☎２ー０５００
　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

申込方法

国民年金保険料の未納を防ぐために…

免除・納付猶予制度の申請を！

【申請手続きの流れ】
令和元年７月～令和２年６月分の申請

ご希望により、２年目からは免除・納付猶予申請が不要となります

国民年金保険料
免除・納付猶予申請書

後日ご自宅に届く一部
免除用の納付書で納め
てください。

令和元年度の申請時に、継続を希望
している場合は、申請しなくても審
査されます。継続を希望していない
場合は令和２年７月以降にあらため
て申請してください。

お住まいの市（区）役所・町村役場の国民年金担当窓口、
または年金事務所で受付（郵送も可）

令和２年７月以降にあらためて申請してください。

日本年金機構で審査し、後日ハガキで結果をお知らせします。
＊審査期間中に催告状等が届く場合もありますのでご了承ください。

詳しくはこちら

令和２年７月分以降の申請

承認通知書
（全額免除）

承認通知書
（納付猶予）

承認通知書
（一部免除）

却下通知書
（不承認）

一部免除の保険料額（月額）【令和元年度】 

提出

お手元の納付書で保険料
を納めてください。
＊納付書を紛失した場合は年
　金事務所へご連絡ください。

４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

4,100 円 8,210 円 12,310 円
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く
短
夜
に

淡
緑
の
水
田
揺
れ
る
逆
さ
山

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

佐
々
岡
美
保
子（
中
村
）

原　
　

清
穂（
宇
生
賀
中
央
）

柳
井　

惠
子（
宇
田
中
央
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

小
田　
　

衛（
宇　

久
）

大
倉　

淑
子（
宇
生
賀
中
央
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
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美　

浜
）

能
野　

泰
枝（
釜　

屋
）

小
野
あ
け
美（
寺　

東
）

河
原　

一
博（
上　

郷
）
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７
月
10
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
、
町
内
の
海
水
浴
場
で
、
泳
ぎ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

阿
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る

た
め
、「
水
泳
許
可
・
禁
止
区

域
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
水
泳
禁
止
区
域
の
近
く
で
、
子

ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
り
、
危
険

な
行
為
を
見
つ
け
た
り
し
た
場
合

は
、
ぜ
ひ
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

※
町
内
す
べ
て
の
河
川
・
た
め
池

　

で
泳
ぐ
こ
と
を
禁
止
し
ま
す
。

※
小
学
生
が
海
で
泳
ぐ
場
合
は
、

　

必
ず
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

◆
熱
中
症
と
は
？

　

高
温
環
境
下
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、

体
温
の
調
整
機
能
が
破
綻
し
た
り

す
る
な
ど
し
て
発
生
す
る
障
害
の

総
称
で
す
。
生
命
の
危
険
を
伴
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
予
防
法
を
知
っ

て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お し ら せお し ら せ

休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

（郡）萩市弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311

（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540

（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838

休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

休日当番医

緊急の場合は１１９番
萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。
☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

 7 /21㊐

 7 /28㊐

 8 / 4㊐

 8 /11㊐

 8 /12㊊

 8 /18㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

阿
武
町
の
海
開
き

毎
年
７
月
は「
熱
中
症

　
　

 

予
防
強
化
月
間
」

◆
「
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）」

　

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
環
境
条

件
に
は
、
気
温
の
ほ
か
に
も
、
湿

度
、
風
の
有
無
、
日
差
し
等
が
関

係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
素

か
ら
算
出
し
た
、
熱
中
症
へ
の
警

戒
レ
ベ
ル
を
示
し
た
数
値
が
「
暑

さ
指
数
」
で
す
。

　
山
口
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
環
境
省
が
公
表
し
て
い
る
県

内
の
観
測
地
点
の
「
暑
さ
指
数
」

予
報
値
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
屋
外
で
の

作
業
、
外
出
な
ど
を
計
画
さ
れ
る

場
合
に
は
、
暑
さ
指
数
を
確
認
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
熱
中
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら

①
涼
し
い
環
境
へ
避
難
さ
せ
る

②
衣
服
を
脱
が
せ
て
冷
却
す
る

③
水
分
・
塩
分
を
与
え
る

④
医
療
機
関
へ
運
ぶ

　

熱
中
症
を
疑
っ
た
ら
、死
に
直
面

し
た
緊
急
事
態
で
あ
る
こ
と
を
、ま

ず
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

重
症
の
場
合
は
救
急
隊
を
呼
ぶ

だ
け
で
な
く
、現
場
で
す
ぐ
に
体
を

冷
や
し
始
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
頭
痛
・
気
分
の
不
快
・
吐
き
気
・

嘔
吐
・
倦
怠
感
・
虚
脱
感
・
意
識
障

害
・
け
い
れ
ん
・
手
足
の
運
動
障

害
・
高
体
温
な
ど
の
重
い
症
状
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん

で
病
院
へ
搬
送
し
ま
し
ょ
う
。



日 曜 行　　　事　　　予　　　定
1

2

3
6

7

8

9

14

15

17

19

20

21

22

23
25

26

27

28

29
31

木

金

土
火

水

木

金

水

木

土

月

火

水

木

金
日

月

火

水

木
土

8月

ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
奈古子ども会盆踊り教室　10:00【町民センター】
奈古婦人会支部長集会・盆踊り教室　19:00【町民センター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小学校グラウンド】
宇田郷盆踊り教室　19:30【ふれあいセンター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
たなばた会・誕生会　10:45【みどり保育園】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩市内ボウリング場】
奈古自治会親睦ソフトボール大会　8:00【町民グラウンド他】
福ＢＯＮまつり・納涼花火大会　18:00【のうそんセンター駐車場】
宇田郷盆踊り大会　19:30【ふれあいセンター】
宇田郷地区ふれあい球技大会　8:00【ふれあいグラウンドほか】
奈古盆踊り大会　19:30【ふれあいタウンL駐車場】
いも畑草抜き　7:00【みどり保育園　芋畑】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
無料法律相談会　10:00【町民センター】
身体測定　10:45【みどり保育園】
宇田郷地区生涯スポーツ推進会議　19:30【ふれあいセンター】
職域ソフトボール大会１日目　18:30【町民グラウンド】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
介護家族のおしゃべり勉強会　13:30
職域ソフトボール大会２日目　18:30【町民グラウンド】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
認知症キャラバンメイト勉強会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
職域ソフトボール大会（予備日）18:30【町民グラウンド】
宇田郷地区自治会長・公民館担当者等会議　19:30【ふれあいセンター】
福賀小学校環境整備作業　7:20【福賀小学校】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
これからのまちづくり説明会（奈古）19:00【町民センター】
ふれあい祭り運営委員会　19:30【ふれあいセンター】
奈古メンズキッチン　８月講座　9:00【町民センター】
これからのまちづくり説明会（福賀）19:00【のうそんセンター】
花いっぱい花壇審査（予定）9:00【町内】
奈古寿齢大学（交通安全教室）10:00【町民センター】
避難訓練・交通安全指導　10:45【みどり保育園】
宇田ふれあいスリッパ卓球大会　19:00【ふれあいセンター】
これからのまちづくり説明会（宇田郷）19:00【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
ＡＢＵウォーターボーイズ夏公演　19:30【道の駅阿武町 温水プール】

女
と
男
の
一
行
詩

担
当
者　

こ
ろ
こ
ろ
代
わ
る　

わ
が
家
か
な

ひ
と

ひ
と

阿武町の人口と世帯数 （6月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,198（ 3 ）

　549（ 0 ）

534（－4 ）

3,281（－1 ）

1,029（ 5 ）

　270（ 0 ）

　281（－5 ）

1,580（ 0 ）

転入　14

転出　8

出生　1

死亡　8

6月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

77
（113）
1
（5）

6
（9）
1
（0）

0
（0）
0
（0）

1
（0）

6
（9）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

賃　　金 業　　種会　社　名

141,900円

140,000円
176,000円～
140,000円
180,900円～
165,900円～
165,900円～
172,200円～
161,600円～
170,000円～

プラスチック製品
仕上げ検査工
（福賀工場）
介護職員

看護職員（いらお苑）
介護職員（いらお苑）
技術（製品設計）
蛇腹製造
生産管理事務
介護支援専門員
保健師

養豚飼育管理員

鶴惣工業

阿武福祉会

ナベル山口工場

阿武町
社会福祉協議会
鹿野ファーム

賃　　金 業　　種会　社　名
400,000円～
時給802円～
時給805円～
時給805円～
時給805円～
時給805円～

時給810円～

時給802円～

薬剤師
薬局事務
惣菜の製造
精肉調理販売員
水産調理販売員
野菜・果物販売員

販売員

フロントおよび監視
（阿武町）

くぼた薬局

サンマート奈古店

道の駅阿武町
（あぶクリエイション）

太陽コミュニケーションズ

町内の求人情報7月分 7月10日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714
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●選挙の投票は２種類です。
　①山口県選挙区選挙
　②比例代表選挙
●選挙期日　令和元年７月21日
●投票時間　午前７時～午後７時
○問い合わせ
　阿武町選挙管理委員会　☎２－０５０３

第25回参議院議員
通常選挙の執行について

新たなる時代への意思表示！



［材料（３人分）］
卵 ３コ
マヨネーズ 大さじ２
塩、こしょう 少々
玉ねぎ 約１００ｇ
パセリ 大さじ１と１／２
オリーブオイル 大さじ２
ミニトマト ６コ
キャベツ １２０ｇ
なす ９０ｇ
ブロッコリー ９０ｇ
［作り方］
① ボウルで卵、マヨネー
ズ、塩、こしょうを混ぜておく。玉ねぎは縦に薄
切り、パセリはみじん切りにする。ミニトマトは
洗っておく。
② キャベツは洗って短冊切り、なすは皮をむいて薄
切りにする。ブロッコリーは小房に分けておく。
③ フライパンにオリーブオイルを入れて中火にし
て、玉ねぎをしんなりするまで炒める。卵を流し
入れて箸で大きく混ぜながら半熟状にし、パセリ
を入れ、さらに大きく混ぜながらフライパンいっ
ぱいに広げて形を整える。弱火にして蓋をして表
面が乾いてくるまで蒸し焼きにする。粗熱がとれ
たら放射線状に６等分に切り分ける。
④ ②の野菜は耐熱皿に入れてラップをしてレンジで
やわらかくなるまで加熱し、粗熱を取っておく。
⑤ りんごは洗って皮ごとすりおろしてボウルに入れ
る。にんにくもすりおろして入れて、レモン汁、
ごま油、酢を混ぜ合わせてサラダソースを作る。
⑥ お皿に③のオムレツとミニトマトを、④の蒸し野
菜とサラダソース大さじ２杯盛りつける。
※オムレツにケチャップをつけてもおいしいです。
※サラダソースは生野菜や温野菜、しゃぶしゃぶな
どのお肉にもよく合います。

次回定例会は７月２２日（月）１９：００～
町民センター 講座室です

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3110

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●朝の五時、静かな夜明けの里に広がる茜雲。
植え田に映す雲の、その一町一町に、長い歳月と、
人や牛の影を思い出しながら撮りました。

会員作品紹介

私 の 一 品

「
早
朝
の
大
里
」

池
田
　
幸
枝
（
大
里
）

「旬の野菜たっぷりおすすめレシピ！」より

簡単なオープンオムレツ・
蒸し野菜のサラダソース添え

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

岡　隆子さん（新田）

■サラダソース■
　　（作りやすい分量）
りんご 大１コ
にんにく １かけ
レモン汁 １／２コ分
ごま油 大さじ２
酢 大さじ１

ラン科の多年草。茎のまわりにぐるりと並んで咲く
花の姿は、まるでワルツを踊っているよう。

撮影：大山トシエさん（東方）自宅の庭の花壇にて

捩 

花 

〜
ね
じ
ば
な
〜

季
節
の
花
が
咲
き
誇
る

28

い
け
　
だ
　
　
　

さ
ち
　
え

●宇田つづらの林の間に、あじさい園があります。
薄暗き木洩れ日にあじさいが生えて、安らぎの空間
を作っております。

「
木
洩
れ
日
の
あ
じ
さ
い
」

梅
地
　
幸
穂
（
東
方
）

う
め
　
ぢ
　
　
　

ゆ
き
　
ほ

おか　　たか こ

宇田郷地区の四季フォトコンテスト
10月10日（木）締切！

宇
田
郷
の
四
季
を
感
じ
さ
せ
る

　
　
風
景
・
人
々
を
写
し
た
作
品
を
募
集
中
。

詳
し
く
は
、
広
報
６
月
号
と
一
緒
に

　
　

配
布
し
た
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

宇
田
郷
公
民
館

　

☎
０
８
３
８
８
ー
４
ー
０
２
１
１

あ
な
た
の
宇
田
郷
を

　
　
　

見
せ
て
く
だ
さ
い

おおやま
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